
昨
年
末
に
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
（
登
山
道

で
行
う
マ
ラ
ソ

ン
）
の
大
会
に

参
加
し
た
。
距

離
は
30
㎞
。
序
盤
の
５
㎞
付
近

で
、
う
か
つ
に
も
木
の
根
に
つ

ま
ず
き
、
ス
ピ
ー
ド
に
も
乗
っ

て
い
た
た
め
激
し
く
転
倒
し
て

し
ま
っ
た
▼
レ
ー
ス
を
続
け
る

か
迷
い
な
が
ら
ト
ボ
ト
ボ
と
歩

い
て
い
る
と
、
左
の
手
首
か
ら

人
の
声
が
聞
こ
え
る
。
装
着
し

て
い
た
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
の

画
面
に
119
番
の
表
示
。
応
答
す

る
と
、
最
寄
り
の
消
防
署
の
救

急
隊
員
の
方
か
ら
「
緊
急
搬
送

の
要
請
が
必
要
で
す
か
」と
の

問
い
。
慌
て
て
私
は
事
情
を
説

明
し
て
丁
寧
に
お
断
り
し
た
。

こ
れ
が
う
わ
さ
に
聞
く
緊
急
Ｓ

Ｏ
Ｓ
通
報
で
あ
る
▼
な
ん
と
か

レ
ー
ス
を
終
え
て
の
帰
路
、時
計

の
設
定
を
ど
う
す
べ
き
か
考
え

た
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
き

る
度
に
通
報
が
い
く
の
で
は
消

防
署
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な

い
。実
際
に
、新
潟
県
の
あ
る
地

域
で
は
問
題
に
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
。
し
か
し
、
私
の
よ
う

に
危
険
を
伴
う
趣
味
を
持
つ
者

に
は
、も
し
も
の
時
を
考
え
る
と

あ
り
が
た
い
機
能
と
も
い
え
、設

定
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
▼
反
射

的
に
手
を
か
ば
っ
た
お
か
げ
で
、

次
の
日
の
診
療
に
は
影
響
は
及

ば
ず
で
あ
っ
た
。
（
Ｋ
）

　今春３月は、生産性向上・職場環境整備等支援事業やそれに伴うベー
スアップ評価料の届出、その他、医療ＤＸ加算や口管強、外安全と外感
染の再届出などさまざまな施設基準のお問い合わせが例月よりも多く寄
せられました。改めて、「協会を頼りにしていただいている」ことを実
感しています。しかしながら、近年の物価高騰にはとても対応できない
ほど低く抑えられている診療報酬の状況の中、オンライン請求やオンラ
イン資格確認、マイナ保険証への移行など医療のＤＸ化、頻繁に変わる
施設基準などへの対応を理由に歯科医院を閉院される会員が増加してお
り、非常に憂慮しています。このまま診療報酬が低く抑えられたままで
は、歯科医院の経営を継続させること自体が難しくなってしまいます。
　また、次々に新しい施設基準が創設されていくことに対し、歯科医師
の裁量が強く縛られていくような感覚を抱く先生も多くいらっしゃるの
ではないでしょうか。
　このような現場の苦しい状況を、東京都や国に対して伝えていかなけ
ればいけませんが、一人ひとりの声ではなかなか届きません。協会は、
そのような会員の先生方の声を集め、しっかりと東京都や国に届けてい
きます。
　また、新規開業された先生方の中には、新規個別指導の詳しい状況を
ご存じで、そのことを心配され、協会にご入会をいただく先生も増えて
います。厳しい指導を受けるのではないかと不安を抱く声をたくさんい
ただきますが、しっかりとルールを理解し、適切な保険診療を行ってい
れば、その先生が再指導などの対象になってしまうことはないと思いま
す。そのためにも、ご入会いただいた先生には、保険診療の基礎とカル
テ記載などが勉強できる「新規開業医講習会」（５月25日＝５面参照）へ
のご参加をお勧めしています。

　協会は必ず皆さまの助けになります。もし、身
近にご入会されていない先生がいらっしゃいまし
たら、ぜひ、ご紹介ください。また、この案内を
ご覧になられている未入会の先生がおられました
ら、この機会にご入会をご検討ください。

　今春３月は、生産性向上・職場環境整備等支援事業やそれに伴うベー

未入会の先生をご紹介ください
協会が皆さまの助けに協会が皆さまの助けに

組織部長 福島 崇

保険診療の基礎は「新規開業医講習会」で

「
生
き
る
こ
と
を
諦
め
る
こ
と
に
」

東京歯科保険医協会東京歯科保険医協会
第第５３５３回定期総会 ご案内回定期総会 ご案内

　第53回定期総会を下記の日程で開催しま　第53回定期総会を下記の日程で開催しま
す。参加方法などは本紙や協会ホームページす。参加方法などは本紙や協会ホームページ
などで順次お知らせしますので、ご案内までなどで順次お知らせしますので、ご案内まで
お待ちください。なお、お待ちください。なお、記念講演には、東京新記念講演には、東京新
聞記者の長久保宏美氏が登壇し、  「マイナ保険証聞記者の長久保宏美氏が登壇し、  「マイナ保険証
と保険証廃止―担当記者のと保険証廃止―担当記者の２２年間」をテーマにご年間」をテーマにご
講演いただく予定です。講演いただく予定です。

健康保険証発行終了後も
低いマイナ保険証の利用率
窓口業務増大を訴える声も

「
薬
を
や
め
た
ら
、
生
き
る

こ
と
を
諦
め
る
こ
と
に
な
る
」

「
一
生
懸
命
に
闘
病
し
、
生
き

よ
う
と
し
て
い
る
人
た
ち
の
望

み
を
切
り
捨
て
る
よ
う
な
や
り

方
だ
」
―
。

３
月
13
日
、
国
会
議
事
堂
前

に
集
ま
っ
た
患
者
ら
が
、
高
額

療
養
費
制
度
の
負
担
限
度
額
引

き
上
げ
の
問
題
に
つ
い
て
強
く

訴
え
た
。

こ
の
日
、
全
国
保
険
医
団
体

連
合
会
（
保
団
連
）
が
開
い

た
国
会
前
集
会
に
は
約
150
人

が
集
ま
り
、
医
師
・
歯
科
医

師
の
ほ
か
、
患
者
や
駆
け
付

け
た
国
会
議
員
が
声
を
上
げ

た
。（
３
面
に
つ
づ
く
）

開催日時開催日時
　２０２５２０２５年年６６月月１５１５日(日)午後日(日)午後２２時30分～時30分～７７時45分時45分
　 総会議事　午後　 総会議事　午後２２時30分～時30分～４４時15分時15分
　 記念講演　午後　 記念講演　午後４４時30分～時30分～６６時00分時00分
　 　　　　　講師：長久保宏美氏（東京新聞社会部編集委員）　 　　　　　講師：長久保宏美氏（東京新聞社会部編集委員）
　　　　　　 テーマ：「　　　　　　 テーマ：「マイナ保険証と保険証廃止―担当記者のマイナ保険証と保険証廃止―担当記者の２２年間年間」」
 懇 親 会　午後 懇 親 会　午後６６時15分～時15分～７７時45分時45分
開催場所開催場所
　TKP市ヶ谷カンファレンスセンターTKP市ヶ谷カンファレンスセンター
　（住所：新宿区市谷八幡町（住所：新宿区市谷八幡町８８番地 ＴＫＰ市ヶ谷ビル）番地 ＴＫＰ市ヶ谷ビル）

高額療養費制度問題 患者を守れ

入会資料請求

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ
ど
、

医
療
機
関
に
お
け
る
２
月
の
マ

イ
ナ
保
険
証
利
用
率
が
、
26
・

62
％
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
利
用
率

の
推
移
を
み
る
と
、
２
０
２
４

年
４
月
が
６
・
56
％
で
、
そ
の

後
徐
々
に
増
加
を
続
け
、
10
月

に
15
・
67
％
、
11
月
に
18
・
52

％
と
な
り
、
健
康
保
険
証
の
新

規
発
行
が
停
止
さ
れ
た
12
月
に

は
25
・
42
％
ま
で
上
昇
し
た
。

一
方
で
、
年
明
け
か
ら
は
１

月
に
25
・
42
％
と
足
踏
み
状
態

と
な
り
、
前
述
の
通
り
２
月
は

微
増
に
留
ま
っ
た
。
ま
た
、
昨

年
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
マ
イ
ナ

保
険
証
の
登
録
解
除
件
数

は
、
１
月
末
ま
で
で
累
計
５
・

８
万
人
を
数
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
立
憲

民
主
党
は
１
月
28
日
に
「
保
険

証
復
活
法
案
」
を
衆
議
院
に
提

出
し
た
。
こ
れ
は
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
率
低
迷
や
現
場
の
混

乱
、
国
民
の
不
安
を
懸
念
し
、

一
旦
、
紙
の
保
険
証
を
復
活
さ

せ
、
改
め
て
健
康
保
険
証
の
廃

止
時
期
を
検
討
す
べ
き
と
す
る

主
旨
の
法
案
だ
。

実
際
、
患
者
へ
の
対
応
を
直

ち
に
求
め
ら
れ
る
医
療
機
関
で

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
本
紙
で
は

毎
月
、
通
信
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
て
い
る
。
12
月
ま
で

は
「
ト
ラ
ブ
ル
対
応
が
心
配
」

「
窓
口
が
混
乱
し
そ
う
」
な

ど
、
健
康
保
険
証
の
新
規
発
行

停
止
を
前
に
不
安
を
抱
く
記
述

が
目
立
っ
た
。
一
方
、
１
月
以

降
は
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す

る
患
者
が
増
え
た
と
い
う
記
述

や
「
今
の
と
こ
ろ
ト
ラ
ブ
ル
は

な
い
」
と
の
回
答
が
見
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
ス
ム
ー
ズ

に
運
用
し
て
い
る
医
療
機
関
も

あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
受
付

業
務
の
負
担
が
増
え
た
と
す
る

声
は
依
然
あ
り
、「
説
明
に
時

間
が
か
か
る
」「
窓
口
が
業
務

増
加
で
大
変
」
な
ど
、
課
題
を

訴
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

な
お
、
全
国
保
険
医
団
体
連

合
会
は
３
月
、
保
険
医
協
会
・

医
会
の
協
力
の
も
と
、
12
月
２

日
以
降
の
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用

に
関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
調
査
を
実

施
。
全
国
か
ら
約
８
千
件
の
回

答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
順
次
、
そ

の
集
計
状
況
も
本
紙
な
ど
で
お

伝
え
す
る
。

News　View

歯科診療報酬／期中改定・４月からの変更点 ２

研究会・行事ご案内
施設基準の講習会・新規開業医講習会ほか

５

物価・人件費高騰が深刻な問題に

「貯金切り崩し、治療と生活」（１面からつづく）

３

経営・税務相談Ｑ＆Ａ
歯科医師・歯科衛生士の新規採用の届出と注意事項

４

第118回歯科医師国家試験
２,１３６ 人が合格

11

６家計が厳しい今こそ、患者負担の軽減を

症例研究
CAD/CAMインレー修復に対する光学印象
法について

９
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歯科診療報酬／期中改定・ ４月からの変更点

口腔機能指導加算など引き上げ、算定区分を再編

　２０２４年度診療報酬改定で、歯科外来診療環境体制加算（外来環）が
歯科外来診療医療安全対策加算（外安全）および歯科外来診療感染対策
加算（外感染）に再編された。また、かかりつけ歯科医機能強化型歯科
診療所（か強診）が口腔管理体制強化加算（口管強）に改編されている。
　改定以前に外来環やか強診を届け出ていた保険医療機関は、新たな施
設基準の要件を満たし、再届出をする必要がある。再届出がない場合
は、５月31日をもって施設基準が失効するので、ご留意願いたい。
　詳細は協会ホームページ「施設基準の再届出 特設ページ」（下記QR）
をご覧いただきたい。両届出に必要な用紙も当該ホームページに掲載して
いるので、ご利用いただきたい。

　再届出に追加で必要な研修や主な要件
◆外安全
・日本医療機能評価機構が行う、歯科ヒヤリ・ハット事例

収集等事業に登録または医療事故、インシデント等を
　報告、分析し、その改善策を実施する体制を整備している
・院内掲示事項を原則としてウェブサイトに掲載している

◆口管強
・エナメル質初期う蝕、根面う蝕の継続管理等に係る研修（※）
・小児の心身の特性に関する研修（※）
・過去１年間に歯管（口腔機能発達不全症または口腔機能低下症の管理

を行う場合に限る）、実地指の口腔機能指導加算、小機能、口機能ま
たは歯リハ３を併せて12回以上算定している

※協会では、再届出に必要な両研修を「追加研修」として実施している。
　詳細は５面に掲載。

　　疑義解釈 （その22） ２０２５年３月24日
◆外安全

（問）歯科外来診療医療安全対策加算について、「疑義解釈資料の送付に
ついて（その４）」（令和６年５月 10 日事務連絡）別添４の問２に
おいて、本登録までに時間を要する場合であって、歯科ヒヤリ・
ハット事例収集等事業への参加登録の申請を行い、「参加登録申請

４．４月１日からの薬価改定実施内容
　２０２５年度の中間年改定（２年ごとの診療報酬改定のない年に行
われる薬価改定）は、過去２回の中間年改定と違い、改定の対象範囲
を医薬品のカテゴリごとに、①新薬創出加算対象品目、②新薬創出加
算対象外の新薬、③長期収載品、④後発医薬品、⑤その他の５つに分
けて設定された。
　今回の改定による薬剤費の削減額は９, ３２０品目２, ４６６億円とし
ている。
　協会で作成した４月１日からの薬価点数表をデンタルブックのデン
タル書庫に掲載しているので、ご活用いただきたい。

（例）
  ペリオクリン歯科用軟膏１シリンジ　53点➡52点
  ロキソニン細粒10％１ｇ　２点➡１点

２．４月からの変更点

新点数 新マイナ保険証利用率 電子処方箋 再届出
医ＤＸ１ 11点 45 %

 導入済 必要
（４/４まで）医ＤＸ２ 10点 30 %

医ＤＸ３ ８点 15 %
医ＤＸ４ ９点 45 %

 未導入 不要医ＤＸ５ ８点 30 %
医ＤＸ６ ６点 15 %

４月からの医療ＤＸ推進体制整備加算（医ＤＸ）

新点数 電子処方箋 再届出
在ＤＸ１ ９点 導入済 必要（４/４まで）
在ＤＸ２ ８点 未導入 不要

４月からの在宅医療ＤＸ情報活用加算（在ＤＸ）

◆医ＤＸの施設基準
（１）オンライン請求を行っている
（２）オンライン資格確認を行う体制を有している
（３）歯科医師が、電子資格確認を利用して取得した診療情報を閲覧また

は活用できる体制を有している
（４）電子処方箋を発行する体制または調剤情報を電子処方箋管理サービ

スに登録する体制を有している（※加算１～３のみ）
（５）電子カルテ情報共有サービスを活用できる体制を有している（経過

措置９月30日まで）
（６）マイナンバーカードの健康保険証利用の使用について、実績を一定

程度有している
（７）医療ＤＸ推進の体制に関する事項および質の高い診療を実施するた

めの十分な情報を取得し、および活用して診療を行うことについ
て、医療機関の見やすい場所およびウェブサイト等に掲示している

◆医ＤＸに用いる利用率
　医療ＤＸ推進体制整備加算の算定に用いられるマイナ保険証利用率
の実績は、支払基金から毎月通知されるメールまたは医療機関等向け
ポータルサイトで確認できる。
　なお、利用率については、３～５カ月前のうち数値が最も高い月の
「レセプト件数ベースマイナ保険証利用率」を用いる。

算定区分の再編
　４月１日から電子処方箋の導入の有無によって、医療ＤＸ推進体制整
備加算（医ＤＸ）が３区分から６区分に、在宅医療ＤＸ情報活用加算
（在ＤＸ）が２区分に再編された。
　電子処方箋を導入していない場合でも引き続き算定することが可能と
なったが、マイナ保険証の利用率が引き上げになる。
　電子処方箋を導入している医療機関は、４月４日（必着）までに、施
設基準の再届出が必要となるが、導入率は東京の歯科診療所で１％しか
ないので、再提出は稀なケースといえる。
　また、２０２４年10月以降のマイナ保険証利用率の実績要件は、附帯
意見を踏まえ、７月を目途に検討、設定される予定。なお、両加算を初
めて算定するには施設基準の届出が必要である。

書」の郵送を行った場合は、仮登録である旨を届出書添付書類（様
式４）に記載すれば届出を行うことができるとされているが、当
該機構の Web ページから参加登録の申請のみを行い、「参加登録
申請書」の郵送を行っていない場合についてはどのような対応を
すればよいのか。

（答）当該機構の Web ページから参加登録の申請のみを行い、「参加登
録申請書」を郵送していない場合は、当該施設基準を満たさない
ため、当該機構へ「参加登録申請書」の郵送を行う必要がある。
なお、当該事業に参加するためには、当該機構の Web ページで
参加登録の申請を行った上で、当該機構へ「参加登録申請書」を
郵送する必要があり、本登録が完了すると本登録が完了した旨の
電子メールが当該機構から送信される。また、本登録完了から約
１か月程度で、本登録が完了した歯科医療機関（参加登録歯科診
療所）として、当該機構の Web ページに掲載される。

（参考）公益財団法人日本医療機能評価機構
　　　　歯科ヒヤリ・ハット事例収集等事業参加登録
　　　　歯科診療所一覧は右QRから ･･･････････････➡

１．期 中 改 定

４月以降　　　
新点数

 歯科衛生実地指導料 口腔機能指導加算 12点
 歯科技工士連携加算１（印象採得） 60点
 歯科技工士連携加算２（印象採得） 80点

  ※咬合採得および仮床試適の同加算についても同様の見直し

　診療報酬の期中改定が４月1日から実施され、歯科衛生実地指導料の
口腔機能指導加算、歯科技工士連携加算がそれぞれ２点、10点引き上げ
られた。
　これは、高齢化の進展などにより歯科診療のニーズが増加している
中、歯科診療所などで、より専門的な業務を行う歯科衛生士、歯科技工
士を確保し、限られた人材で歯科医療を効率的に提供する観点から、歯
科衛生士、歯科技工士の業務に関する評価を見直したものである。具体
的な内容は以下の通り。

各点数の算定要件
◆口腔機能指導加算の主な算定要件

　口腔機能の発達不全を有する患者または口腔機能の低下を来してい
る患者に対して、主治の歯科医師の指示を受けた歯科衛生士が、実地
指導と併せて口腔機能に係る指導を行った場合に加算する。

◆歯科技工士連携加算１の主な算定要件
　施設基準に適合するものとして届け出た保険医療機関において、レ
ジン前装金属冠、レジン前装チタン冠またはＣＡＤ／ＣＡＭ冠を製作
することを目的として、前歯部の印象採得を行うに当たって、歯科医
師が歯科技工士とともに対面で色調採得および口腔内の確認などを行
い、補綴物の製作に活用した場合に加算する。

◆歯科技工士連携加算２の主な算定要件
　施設基準に適合するものとして届け出た保険医療機関において、レ
ジン前装金属冠、レジン前装チタン冠またはＣＡＤ／ＣＡＭ冠を製作
することを目的として、前歯部の印象採得を行うに当たって、歯科医
師が歯科技工士とともに情報通信機器を用いて色調採得および口腔内
の確認などを行い、補綴物の製作に活用した場合に加算する。

３．５月末までに再届出が必要な施設基準
（外安全、外感染１、口管強）

再届出をしなければ施設基準が失効

デンタルブック

協会ホームページ
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が
ん
で
７
年
間
闘
病
し
て
い

る
水
戸
部
裕
子
氏
は
、「
治
療

の
た
め
に
働
く
時
間
を
削

り
、
し
か
も
十
分
に
働
け
な

い
。
そ
ん
な
方
は
た
く
さ
ん
い

ま
す
」
と
患
者
の
苦
労
を
明
か

し
、「
こ
の
ま
ま
で
は
若
い
人

た
ち
が
希
望
を
失
っ
て
し
ま
い

ま
す
」
と
、
負
担
限
度
額
の
引

き
上
げ
に
反
対
す
る
意
見
を
述

べ
た
。
ま
た
、
別
の
患
者
は

「
薬
の
副
作
用
の
た
め
に
仕
事

を
辞
め
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

貯
金
を
切
り
崩
し
な
が
ら
、
治

療
と
生
活
を
成
り
立
た
せ
て
い

ま
す
」
と
話
し
、
引
き
上
げ
の

白
紙
撤
回
を
求
め
た
。

ま
た
、
国
会
議
員
か
ら
は

「
見
送
る
と
い
う
こ
と
は
復
活

が
あ
り
得
る
。
絶
対
に
白
紙
撤

回
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
多
く
の
方
か
ら
高
額

「
貯
金
切
り
崩
し
、
治
療
と
生
活
」

（
１
面
か
ら
つ
づ
く
）

療
養
費
の
問
題
に
つ
い
て
お
声

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
皆
さ
ん

と
力
を
合
わ
せ
て
白
紙
撤
回
を

求
め
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
発

言
が
あ
っ
た
。

最
後
に
は
保
団
連
の
森
元
主

税
副
会
長
（
当
協
会
理
事
）
を

中
心
に
、
国
会
議
事
堂
に
向
か

っ
て
参
加
者
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
行
っ
た
。

高
額
療
養
費
問
題

協
会
は
首
相
ら
に
要
請
書

高
額
療
養
費
制
度
の
上
限
額

引
き
上
げ
を
巡
っ
て
は
、
２
０

２
５
年
度
政
府
予
算
案
に
盛
り

込
ま
れ
、
一
時
、
25
年
８
月
か

ら
所
得
区
分
に
応
じ
て
上
限
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
患
者

団
体
な
ど
か
ら
の
反
発
を
受

水戸部裕子氏

け
、
３
月
７
日
に
石
破
茂
首
相

が
引
き
上
げ
見
送
り
の
方
針
を

発
表
し
た
。

な
お
、
こ
の
問
題
に
関
連
し

て
、
協
会
は
２
月
13
日
付
け
で

「
低
診
療
報
酬
」
に
つ
い
て

は
、「
物
価
と
賃
上
げ
の
上
昇

に
診
療
報
酬
が
ま
る
で
追
い
付

い
て
い
な
い
」「
物
価
上
昇
や
、

最
低
賃
金
上
昇
を
目
指
す
の
で

あ
れ
ば
、
一
緒
に
保
険
点
数
を

　
東
京
歯
科
保
険
医
協
会
で
は
、
全

国
保
険
医
団
体
連
合
会
が
行
う
「
物

価
高
騰
に
関
す
る
医
療
機
関
の
緊
急

調
査
」
に
協
力
し
た
。
そ
の
結
果
か

ら
は
、
東
京
の
歯
科
保
険
医
療
機
関

が
物
価
高
騰
へ
の
対
応
に
苦
慮
し
て

い
る
現
状
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

多
く
の
医
療
機
関
で
物
価
高
騰
、人
件
費
高
騰
が

深
刻
な
問
題
に

１
）。「
下
が
っ
た
」
割
合
は

「
～
５
％
未
満
」
減
少
が
22
・

１
％
、「
５
～
10
％
未
満
」
が

31
・
４
％
、「
10
～
15
％
未

満
」
が
20
・
０
％
、「
15
～

20
％
未
満
」
が
９
・
２
％
、

「
20
％
以
上
」
が
12
・
８
％
で

あ
っ
た
。

　
24
年
分
の
賃
上
げ
に
関
し
て

は
179
人
（
67
・
３
％
）
が
実
施

を
し
て
い
た
（
図
２
）。
診
療

報
酬
が
「
下
が
っ
た
」
と
し
た

140
人
の
回
答
で
も
93
人
（
66
・

４
％
）
が
「
実
施
し
て
い
る
」

と
回
答
す
る
な
ど
、
収
入
が
下

が
る
中
で
も
従
業
員
へ
の
賃
金

「
低
診
療
報
酬
」「
人
手
不
足
」が

追
い
打
ち

保
険
診
療
の
充
実
に
は

診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
が
必
要

　
以
上
の
よ
う
に
、
東
京
の
歯

科
保
険
医
療
機
関
で
は
「
物
価

高
騰
」「
人
手
不
足
」
が
深
刻

な
状
況
に
あ
る
。
東
京
は
全
国

の
中
で
も
諸
物
価
お
よ
び
テ
ナ

ン
ト
代
、
人
件
費
が
高
く
、
経

費
増
の
傾
向
が
あ
る
。
一
方
、

１
日
当
た
り
の
患
者
数
は
減
少

し
て
お
り
、
１
日
平
均
15
人
未

満
の
医
療
機
関
が
40
％
を
占
め

る
（
24
年
度
「
会
員
の
意
識
と

実
態
調
査
」
よ
り
）。
経
営
環

境
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

今
回
調
査
に
も
、
医
院
経
営
は

　
調
査
は
、
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク

登
録
者
に
は
メ
ー
ル
で
、
デ
ン

タ
ル
ブ
ッ
ク
へ
の
登
録
が
な
く

Ｆ
Ａ
Ｘ
登
録
が
さ
れ
て
い
る
会

員
に
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
調
査
票
を
送

　
医
院
を
直
撃
し
て
い
る
問
題

は
「
物
価
高
騰
」
に
止
ま
ら
な

い
。「
低
診
療
報
酬
」
お
よ
び

「
従
業
員
の
人
手
不
足
」「
患

者
減
少
」
が
追
い
打
ち
を
か
け

て
い
る
。

「
物
価
高
騰
に
関
す
る
医
療
機
関
の
緊
急
調
査
」

集
計
結
果
で
明
ら
か
に

　
２
０
２
５
年
１
月
の
収
入
が

24
年
１
月
と
比
較
し
て
、「
上

が
っ
た
」
と
し
た
の
が
26
人

（
９
・
８
％
）
で
あ
る
の
に
対

し
、「
下
が
っ
た
」
と
し
た
の

は
52
・
６
％
で
あ
っ
た
（
図

石
破
首
相
、
福
岡
資
麿
厚
生
労

働
大
臣
宛
に
要
請
書
「
高
額
療

養
費
制
度
の
見
直
し
は
『
一
部

修
正
』
で
は
な
く
撤
回
を
」
を

提
出
し
て
い
た
。

上
げ
て
ほ
し
い
」
と
し
て
「
物

価
上
昇
に
合
わ
せ
た
随
時
保
険

点
数
改
定
」
を
求
め
る
声
が
複

数
上
が
っ
た
。
ま
た
、
保
険
点

数
を
引
き
上
げ
て
し
ま
う
と
患

者
負
担
が
増
え
る
た
め
、「
患

者
負
担
の
な
い
増
点
」
を
求
め

る
声
も
あ
っ
た
。

信
し
た
。
実
施
期
間
は
２
月
14

日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
。
合
計

５
千
100
人
の
会
員
に
送
付
し
、

266
人
か
ら
回
答
を
得
た
。
回
答

率
は
５
・
２
％
で
あ
っ
た
。

は
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
24
年
度
診
療
報
酬
改
定
が
光

熱
費
や
材
料
費
な
ど
の
物
価
高

騰
や
、
人
件
費
の
補
填
に
な
っ

て
い
る
か
と
の
問
い
に
は
、
物

価
高
騰
が
247
人(

92
・
９
％)

、

人
件
費
で
は
239
人(

89
・
８
％)

が
「
補
填
で
き
て
い
な
い
」
と

回
答
し
て
い
る
（
図
３
）。
診

療
報
酬
が
「
上
が
っ
た
」
と
し

た
26
人
で
も
、
22
人(

84
・

６
％)

が
「
補
填
で
き
て
い
な

い
」
と
回
答
し
て
お
り
、
物
価

高
騰
や
人
件
費
高
騰
は
、
ほ
ぼ

す
べ
て
の
医
療
機
関
で
「
補
填

で
き
て
い
な
い
」
状
態
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

物価・人件費高騰が物価・人件費高騰が
深刻な問題に深刻な問題に

実
績
報
告
期
限
は
４
月
４
日

お
忘
れ
な
く
！

東京都 医療機関緊急対策支援金 15 万円
　東京都医療機関等物価高騰緊急対策支
援金（15万円）の交付申請をした方に対
し、東京都より３月20日(木)以降、必要
事項が記載された「実績報告書」が電子
メールで届いています(郵送で申し込ん
だ場合は、郵便で届く)。
　実績報告書の内容を確認し、jGrants
（Ｊグランツ）、または書面により実績
報告書を提出してください。領収書の添
付などは不要です。

　jGrants（Ｊグランツ）での実績報告の方
法は、メール内で案内されている「jGrants
実績報告の提出の流れ.pdf」でご覧になれま
すので参考にしてください。
　実績報告の期限は、４月１日(火)から４月
４日(金)までです（郵送申請は当日消印有
効）。期日を過ぎないよう、十分にお気を付
けください。なお、支援金の交付は５月下旬
以降の予定です。

　
「
従
業
員
の
人
手
不
足
」
に

つ
い
て
は
、「
募
集
を
し
て
も

面
接
に
も
来
な
い
」「
賃
上
げ

し
て
も
人
が
集
ま
ら
な
い
」

「
１
名
も
応
募
が
あ
り
ま
せ

ん
。
開
業
し
て
約
20
年
で
す
が

初
め
て
で
す
」
な
ど
、
募
集
を

し
て
も
そ
も
そ
も
応
募
が
な
い

状
況
が
広
ま
っ
て
い
る
。
応
募

者
を
増
や
そ
う
と
賃
金
を
上
げ

て
も
「
歯
科
衛
生
士
の
給
料
は

10
年
前
と
比
べ
て
初
任
給
で
月

給
10
〜
15
万
円
上
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
応
募
が
な
か
な

か
来
な
い
」「
賃
上
げ
し
て
も

人
が
集
ま
ら
な
い
、
収
益
で
そ

の
補
填
も
で
き
て
い
な
い
」
と

い
う
状
況
で
あ
る
。

ギ
リ
ギ
リ
の
状
態
で
「
70
歳
く

ら
い
ま
で
続
け
る
つ
も
り
で
い

た
が
、
早
め
の
閉
院
を
考
え
て

い
る
」「
歯
科
医
院
を
閉
院
し

た
い
」
な
ど
追
い
詰
め
ら
れ
た

声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

　
根
底
に
あ
る
の
は
、
低
診
療

報
酬
で
あ
る
。
歯
科
保
険
診
療

は
基
礎
的
技
術
料
を
低
く
抑
え

ら
れ
、
設
備
や
人
員
配
置
が
必

要
な
施
設
基
準
は
多
く
設
け
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
や
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
な
ど
医
療
Ｄ
Ｘ
の
も
と
、
新

た
な
経
費
や
手
間
が
膨
大
に
増

え
続
け
て
い
る
が
、
こ
れ
に
見

合
う
点
数
配
分
は
さ
れ
て
お
ら

ず
、
医
院
の
持
ち
出
し
に
よ
る

部
分
も
大
き
い
。

　
今
回
の
よ
う
に
、
急
激
な

「
物
価
高
騰
」
や
「
人
件
費

増
」
へ
の
対
応
は
、
２
年
に
１

度
の
診
療
報
酬
改
定
で
は
と
て

も
追
い
つ
く
も
の
で
は
な
い
。

診
療
報
酬
の
緊
急
的
な
引
き
上

げ
は
重
要
な
局
面
に
来
て
い
る
。

　
し
か
し
、
診
療
報
酬
を
引
き

上
げ
れ
ば
患
者
負
担
が
増
え
て

し
ま
う
。
患
者
や
国
民
の
生
活

環
境
が
悪
化
し
て
い
る
中
で
、

窓
口
負
担
が
引
き
上
げ
ら
れ
れ

ば
、
受
診
抑
制
を
招
き
、
国
民

の
口
腔
の
健
康
状
況
は
一
気
に

悪
化
し
て
し
ま
う
。
そ
う
な
ら

な
い
た
め
に
も
窓
口
負
担
割
合

の
引
き
下
げ
も
必
要
で
あ
る
。

　
患
者
や
国
民
の
歯
科
口
腔
保

健
を
守
る
た
め
、
歯
科
保
険
医

療
機
関
の
経
営
を
守
る
た
め
に

も
、
診
療
報
酬
の
緊
急
引
き
上

げ
と
患
者
窓
口
負
担
割
合
の
引

き
下
げ
が
必
要
で
あ
る
。

下がった
52.6％

変わらない
37.6％

上がった
9.8％

図１ 診療報酬改定後の収入状況

診療報酬改定後に、多くの歯科医院で収入が減少

図２ ２０２４年分の賃上げ

67％の医療機関が賃上げを実施している

実施していない
32.7％

実施している
67.3％

図３ 診療報酬改定で補填できているか

2024 年度診療報酬改定で、人件費および物価高騰の補填が
できていると回答したのは 10％程度。

0 20 40 60 80 100

物価高騰分

人件費

できている 10.2％

できていない 89.8％

できていない 92.9％

できている 7.1％

（％）
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書籍

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

（相続、賃借契約のトラブル、記帳や仕分け方法など何でもご相談ください） 
 

日日  時時：：４４月１７日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 

 

無料相談トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

第第 １１ 回 こ れ か ら 始 め る 歯 科 訪 問 診 療 講 習 会回 こ れ か ら 始 め る 歯 科 訪 問 診 療 講 習 会

－ 保 険 請 求 編 －－ 保 険 請 求 編 －

「歯科訪問診療に取り組みたいけれど、あと一歩が踏み出せない」
「保険請求の仕方に不安があり、歯科訪問診療を始められない」
という先生のために、実際に歯科訪問診療を行っている講師から、医療・介
護報酬の請求方法を中心に解説します。医科との連携の仕方など前回よりも
内容を追加予定です。
　過去の参加者からは「講演を聞いてより歯科訪問診療の算定のイメージ湧
きました」「非常にわかりやすかったです。訪問に挑戦してみます」などの
声が寄せられています。
　講習会に参加して、訪問診療への一歩を踏み出しましょう。
７月28日（月）には、「これから始める歯科訪問診療講習会－

臨床編－」の開催を予定しています。

日　時　６月30日（月）午後７時～９時
講　師　池川 裕子 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　東京歯科保険医協会会議室（＊１）
定　員　会場20名、Web450名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき１, ０００円）
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　地域医療部

予約フォーム

カルテ記載

レセプト請求に

関する情報が

欲しい！

保険医協会主催の

研究会の動画が

欲しい！

デンタルブックなら

　先生の　　　　　が

　　きっと見つかります
欲しい！

会員
無料

院内掲示のひな形が

欲しい！

　デンタルブックは、保険診療を行うすべての歯科医師にとって必
要不可欠な保険請求情報を、体系的に網羅した電子書籍サービスで
す。メールでの情報配信、症例の解説、各種動画配信などをご利用
いただけます。

新規ご登録は
こちらからデンタルブックには すべてが揃っています

主な掲載内容
第１章　医業所得計算と日常業務
第２章　共済制度と税金
第３章　消費税
第４章　開業・承継・閉院
第５章　相続税・贈与税
第６章　スタッフの税務と給与実務の留意点
第７章　勤務医師の税務
第８章　地方税の計算
　資料　税務調査関連など

Ａ１　歯科医師を採用した際は、関東信越厚生局
と管轄の保健所への届出が必要です。関東信越厚
生局には採用した者について、氏名・保険医登録
の記号および番号・勤務形態の別・採用年月日・
担当診療科名を『保険医療機関・保険薬局届出事
項変更（異動）届』の「保険医又は保険薬剤師の
勤務者」欄に記入し、提出してください。常勤、
非常勤のどちらの場合も届出が必要です。届出用
紙は、関東信越厚生局のホームページからダウン
ロードできます。
　保健所には、一部変更の届出が必要です。ま
た、診療に従事する歯科医師の臨床研修等修了登
録証の写し、および免許証の写しも併せて提出し
ます。

経営・税務相談Ｑ＆Ａ　No.427 歯科医師・歯科衛生士の新規採用の届出と注意事項

ＱＱ１１　歯科医師と歯科衛生士を採用した。保険　歯科医師と歯科衛生士を採用した。保険
医療機関としての届出は何が必要か。医療機関としての届出は何が必要か。

ＱＱ３３　自分が若い時は、臨床研修は義務ではな　自分が若い時は、臨床研修は義務ではな
かった。いつから義務となったのか。かった。いつから義務となったのか。

Ａ３ ２００６年４月１日から義務となりました。
歯科医師の臨床研修は、医療法等の一部を改正す
る法律の第5条により、必修化されました。な
お、臨床研修修了歯科医師の登録に係る経過措置
も併せて設定されました。内容は下記の通りで
す。
　つまり、２００６年４月１日より前に、歯科医師
免許を受けた先生を採用する場合は、「臨床研修
等修了登録証の写し」の添付は不要となります。

ＱＱ２２　臨床研修等修了登録証とは何か。　臨床研修等修了登録証とは何か。

Ａ２　歯科医師は１年以上臨床研修を受けること
で、研修を受けた病院から臨床研修修了証が交付
されます。さらに、研修を受けた病院より、臨床
研修修了登録証申請書を受け取り、地方厚生局に
提出することで臨床研修等修了登録証が交付され

( 臨床研修修了歯科医師の登録に係る経過措置 )
第十一条　附則第一条第二号に掲げる規定の施行の際、現に歯科医師免許
を受けている者及び当該規定の施行前に歯科医師免許の申請を行った者で
あって当該規定の施行後に歯科医師免許を受けたものは、第三条の規定に
よる改正後の医療法及び第五条の規定による改正後の歯科医師法の適用に
ついては、同法第十六条の四第一項の規定による登録を受けた者とみなす。

日　　時　11月23日（日・祝）午後３時30分～
　　　　　　　24日（月・振替休日）～正午
会　　場　SAGAアリーナ　（佐賀県佐賀市日の出2丁目1番10号）
メインテーマ　「地域連携で病を治す」
　　　　　　  　～がばいよかばい 佐賀に来んさい～
開催趣旨　開かれた医療研・市民参加、会員医師・歯科医師と
　　　　　コ・メディカル等の演題発表
主務協会　佐賀県保険医協会
主　　催　全国保険医団体連合会
募集締切　６月20日（金）（１次締切）

分科会・ポスターセッション演題募集 分科会・ポスターセッション演題募集 

演題募集要項

第40回第40回 保団連医療研究フォーラム 保団連医療研究フォーラム

　第40回医療研究フォーラムが、佐賀県佐賀市
のSAGAアリーナで開催されます。
　メインテーマは、「地域連携で病を治す～が
ばいよかばい 佐賀に来んさい～」です。
　つきましては、６テーマの分科会・ポスター
セッションの演題を募集いたします。演題発表
にご協力いただける先生は協会までお問い合わ
せください。
　募集要項詳細は、下記ＱＲからご確認ください。

会員は１冊無料!
２０２５２０２５年度最新の年度最新の
　　　　税務対応版を発行!税務対応版を発行! 申し込みフォーム

無料!無料!無料! ▶▶▶
　確定申告はもちろん、日々悩みがちな会
計処理、スタッフの税務、開院・承継・閉
院の手続きなど、医院経営に関わる要点が
この１冊にまとまっています。
　書籍をご希望の方は、右上のQRを読み
込み、必要事項とアンケートをご入力のう
え、お申込みください。

※会員に１冊無料でお送りします。２冊目
以降は、有料(１冊1,500円)での販売と
なります。

※書籍の発送は、お申し込み後、１週間程
度かかります。予めご了承ください。

ます。
　また、厚生労働省医政局の2014年５月28日付け
の通知により、医療機関側は臨床研修修了登録証
原本の確認が必須とされています。

　なお、歯科衛生士を採用した際は、管轄の保健
所のみに届出が必要です。届出用紙も歯科医師と
同じく一部変更の届出となります。ただし、歯科
衛生士の届出を不要とする地域の保健所もあるた
め、管轄の保健所に確認してください。また、届
出用紙の入手方法も各保健所によって異なります
ので、各ホームページをご確認いただくかお電話
でお問い合せください。
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

日　時　６月22日（日）午後２時～５時
講　師　医科：岡田 由紀子 氏 （春日井市民病院 糖尿病・内分泌内科 部長）
　　　　歯科：押村 憲昭 氏 （かすもり・おしむら歯科・矯正歯科・口腔機
　　　　　　　能クリニック 院長）
会　場　東京保険医協会セミナールーム（＊３・＊４）
定　員　会場50名・Web500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　無料
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　医科歯科連携委員会

家族で、 仲間で、 リフレッシュ家族で、 仲間で、 リフレッシュ

資料請求はＷＥＢで 東京歯科保険医協会 会員優待サービス 🔍🔍🔍検索検索検索

春の会員優待春の会員優待
みんなで行楽に行こう！みんなで行楽に行こう！

【詳細】
日　時　２０２５年度第１回　４月24日（木）午後１時～２時10分
　　　　２０２５年度第２回　５月21日（水）午後１時～２時10分
講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 名誉教授）
　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
会　場　Web開催　（＊３）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　１，０００円(修了証代込)
修了証　講演後の確認テストで合格した方に発行し、
　　　　メールでお送りします。
予　約　右のＱＲからご予約ください。

施設基準のための講習会施設基準のための講習会

口管強の追加研修を希望する方向け口管強の追加研修を希望する方向け

担 当　社保・学術部担 当　社保・学術部

２０２５年度第１・２回施設基準のための講習会

歯初診 ・ 外安全 １ ・ 外感染 ２ ・ 口管強 ・ 歯援診の歯初診 ・ 外安全 １ ・ 外感染 ２ ・ 口管強 ・ 歯援診の
施設基準を新たに届け出る方向け施設基準を新たに届け出る方向け

　この講習会は５種類（または３種類）の施設基準に必要な研修を１日で受
講できる講習会です。
　医療法で定められている年２ 回の医療安全講習会にも対応しています。
（対象施設基準：歯初診、外安全１、外感染２、口管強、歯援診）

第３回施設基準のための講習会

【詳細】
日　時　６月22日（日）
①のコース　歯初診、外安全１、外感染２、口管強、歯援診…午後１時～６時30分
②のコース　歯初診、外安全１、外感染２　　　　　　　　…午後４時～６時30分

講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 名誉教授）
　　　　坂下 英明 氏  （明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／我孫子聖仁会病院 口腔外科センター長）
　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
　　　　森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　ワイム貸会議室高田馬場３Ｆ（＊２）
定　員　100名
対　象　会員(新規に施設基準を届け出る医療機関)
参加費　①のコース　８，０００円(修了証代込)
　　　　②のコース　５，０００円(　　〃　　)
予　約　右のＱＲからお申し込みください。

予約フォーム

５月末までに
再提出必須再提出必須

（対象施設基準：口管強）

２０２４年３月末時点で「か強診」を届
け出ていた医療機関は、経過措置として
２０２５年５月末まで「口管強」の要件を
満たしているものとしてみなされています。
６月以降も引き続き「口管強」に係る点

数を算定する場合は、本講習会の研修を受講の上、他の施設基準の要
件を満たした上で経過措置終了までに改めて、施設基準の届出を行う
必要があります。

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内
＊1　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　

交　通　ＪＲ山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊2　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１－29－９ ＴＤビル （交通は上記「＊1」と同じ）
＊3　Web開催・配信はZoomウェビナーを使用します。
＊4　東京保険医協会：新宿区西新宿３丁目２番地７号 KDX新宿ビル４階

交　通　「新宿駅」（南口）より徒歩９分、都営新宿線「新宿駅」6番出口より徒歩4分

新 規 開 業 医 講 習 会新 規 開 業 医 講 習 会

　新規個別指導は開業後、概ね半年～８カ月以内の医療機関が選定されてい
ます。指導対策は、通知が届く前の早い段階で準備を進めることが最も大切
です。講習会では、年間100件を超える相談を基に、指導で指摘されやすい
事項を含め、保険診療の基本的なルールやカルテ記載、請求方法、自費と保
険の考え方を丁寧に解説します。
　これから開業を検討中の先生や勤務医の先生、さらに、改めて保険のルー
ルなどについて確認したいという先生にも、ぜひ、ご参加いただきたい講習
会です。

日　時　５月25日（日）正午～５時30分
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室高田馬場４Ｆ（＊２）
定　員　50名
対　象　会員・未入会員
参加費　会員１３，０００円、未入会員３０，０００円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　組織部

予約フォーム

ー新規個別指導を控えている先生、ー新規個別指導を控えている先生、
   改めて保険診療を学びたい先生へー   改めて保険診療を学びたい先生へー

デンタルブックから
お申し込みください

2 0 2 5 年 度 第2 0 2 5 年 度 第 １１ 回 学 術 研 究 会回 学 術 研 究 会

　保険診療の間接法歯冠修復においては、２０２３年12月に期中収載された
PEEK冠、そして２０２４年度診療報酬改定でのCAD／ CAM冠、CAD／
CAMインレーの大臼歯における適用拡大、エンドクラウンの新設などによ
り、非金属修復に誘導する方向性が示された。間接法のメタルフリー修復で
は、窩洞や支台歯形態の理解、ならびに歯科接着の活用が必須であり、それ
らを理解し、習熟する必要がある。本講演では、間接法メタル
フリー修復の勘所を臨床の実際を含めて解説する。（講師より）

日　時　５月21日（水）午後７時～９時
講　師　坪田 有史 氏（東京歯科保険医協会 会長）
会　場　東京歯科保険医協会会議室（＊１・＊３）
定　員　会場18名、Web500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　無料（会場参加の場合、同伴者１名につき１, ０００円）
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部 予約フォーム

〜CAD／CAM冠・インレー、PEEK冠、〜CAD／CAM冠・インレー、PEEK冠、
　　　　エンドクラウンについて〜　　　　エンドクラウンについて〜

保険診療における間接法メタルフリー修復保険診療における間接法メタルフリー修復

医 科 歯 科 連 携 研 究 会医 科 歯 科 連 携 研 究 会 ２ ０ ２ ５２ ０ ２ ５
　医科歯科連携研究会は、当協会、東京保険医協会および千葉県保険医協会
の３協会合同で開催する医科歯科連携をテーマとした研究会です。
　前回の、医科歯科連携研究会２０２４では、「糖尿病診療・歯周病対策の
最前線」（デンタルブックにて配信中）を開催し、糖尿病・歯周病の最新情
報を学びました。
　今回は、より一層、臨床現場の連携について理解を深めるべく、実際に連
携のモデルケース構築に携わっている岡田由紀子先生、押村憲昭先生をお招
きし、“医科歯科連携愛知モデル”についてご講演いただきます。ぜひ、ご
参加ください。

ー「糖尿病診療における医科歯科連携 愛知モデル」ーー「糖尿病診療における医科歯科連携 愛知モデル」ー

予約フォーム
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　歯科は、所得が低くなると受診時の歯科診療代が低下する所得弾性値
が高く、物価高による実質賃金の減少で歯科の受診抑制が起こっている
可能性がある。事実、会員からは「患者が減ってきた」などの声が協会
に寄せられている。
　協会が取り組んでいる「保険でより良い歯科医療の実現を求める請願
署名」では、患者の負担軽減や歯科の予算拡大が盛り込まれており、苦
しい今こそ国会議員へ現場の声を届けるべきである。

　政府の毎月勤労統計調査から、過去10年間の実質賃金、名目
賃金および消費者物価指数の推移について、２０１４年を基準
（100）とした場合をまとめると図１の通りである。21年から
名目賃金および消費者物価指数が上がっているが、名目賃金の
伸びの方が低調で、物価変動の影響を考慮して調整した実質賃
金は下がっている。
　実質賃金は購買力を示した数値であり、近年、国民の購買力
が下がっているといえる。

署名にご協力を

　受診抑制が起きれば、治療を途中で諦める患者が増え、口腔
内は悪化しやすくなるうえ、重症化により多額の治療費がかか
る患者も出てくるであろう。
家計が厳しい今こそ、患者負担の軽減と歯科予算の充実が重要
である。
　患者が安心して受診できるよう、青い用紙の署名「保険でよ
りよい歯科医療の実現を求める請願署名」を集めている。お手
元にある“青い署名用紙”を４月20日までに協会へご送付いた
だきたい。

家計が厳しい今こそ、 患者負担の軽減を

受診抑制打開へ向け“青い歯科署名”

４月２０日までにご返送ください

　政府の毎月勤労統計調査から、過去10年間の実質賃金、名目　政府の毎月勤労統計調査から、過去10年間の実質賃金、名目
賃金および消費者物価指数の推移について、賃金および消費者物価指数の推移について、２０１４年を基準年を基準
（100）とした場合をまとめると図１の通りである。21年から
名目賃金および消費者物価指数が上がっているが、名目賃金の
伸びの方が低調で、物価変動の影響を考慮して調整した実質賃
金は下がっている。金は下がっている。
　実質賃金は購買力を示した数値であり、近年、国民の購買力　実質賃金は購買力を示した数値であり、近年、国民の購買力
が下がっているといえる。

署名用紙
注文フォーム

スマホで読み取りを！

ホームページアドレス https:／／www.tokyo-sk.com／

スタッフ、患者さんなどにも
ぜひご協力をお呼びかけください

集まった署名は国会議員を
通じて国会に提出します！

返信用で協会事務局まで
ご返送をお願いします

ポストへ！
署名ににご協力ください！ください！

2121年から歯科診療代が下がる年から歯科診療代が下がる

　歯科診療に対する支出額をみると、政府の家計調査から医科
と歯科の診療代の推移の結果は、図２のとおりである。21年以
降では、医科診療代は微増しているが、歯科診療代は逆に微減
となっている。
　歯科の診療代が下がったのは、患者の口腔内が良くなったか
らであろうか。東京都保健医療局が公表した「令和４年度東京
都歯科診療所患者調査報告書」では、東京の患者における口腔
内の満足度の調査結果が報告されている（図３）。20 ～ 64歳の
満足度には特に大きな変化がみられないが、65歳以上および80
歳以上の患者における口腔内の満足度は、調査ごとに微減して
いる。
　協会が「21世紀にふさわしい歯科改革提言２０１９年版」で
報告しているが、歯科受診に対する支出は、所得が低くなると
医科よりも低下しやすいという特徴がある。これらを加味する
と、近年の物価高や年金の受給額の引き下げなどにより、受診
抑制が起こっていてもおかしくはないのではないだろうか。

署名にご協力を署名にご協力を

　受診抑制が起きれば、治療を途中で諦める患者が増え、口腔　受診抑制が起きれば、治療を途中で諦める患者が増え、口腔
内は悪化しやすくなるうえ、重症化により多額の治療費がかか内は悪化しやすくなるうえ、重症化により多額の治療費がかか
る患者も出てくるであろう。
家計が厳しい今こそ、患者負担の軽減と歯科予算の充実が重要

　患者が安心して受診できるよう、青い用紙の署名「保険でよ
りよい歯科医療の実現を求める請願署名」を集めている。お手りよい歯科医療の実現を求める請願署名」を集めている。お手
元にある“青い署名用紙”を４月20日までに協会へご送付いた月20日までに協会へご送付いた
だきたい。だきたい。

　受診抑制が起きれば、治療を途中で諦める患者が増え、口腔
内は悪化しやすくなるうえ、重症化により多額の治療費がかか内は悪化しやすくなるうえ、重症化により多額の治療費がかか
る患者も出てくるであろう。る患者も出てくるであろう。
家計が厳しい今こそ、患者負担の軽減と歯科予算の充実が重要家計が厳しい今こそ、患者負担の軽減と歯科予算の充実が重要
である。である。
　患者が安心して受診できるよう、青い用紙の署名「保険でよ　患者が安心して受診できるよう、青い用紙の署名「保険でよ
りよい歯科医療の実現を求める請願署名」を集めている。お手りよい歯科医療の実現を求める請願署名」を集めている。お手
元にある“青い署名用紙”を元にある“青い署名用紙”を
だきたい。

図３　歯・口や入れ歯の状態にほぼ満足している者の割合（東京都）

（令和４年度東京都歯科診療所患者調査報告書より）
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図２　医科と歯科の診療代の推移

（家計調査より協会作成）（円）

85

90

95

100

105

110

115
消費者物価指数
名目賃金
実質賃金

2023 年2022 年2021 年2020 年2019 年2018 年2017 年2016 年2015 年2014 年

図１　実質賃金、名目賃金、消費者物価指数の推移

（毎月勤労統計調査より協会作成）



（ 7） 第６６１号 ２０２５年（令和７年）４月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

　

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で

　

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で

　
　

全
身
疾
患
等
回
避
を

　
　

全
身
疾
患
等
回
避
を

　
協
会
は
２
月
27
日
、「
歯
科

医
師
と
歯
科
衛
生
士
と
で
学
ぶ

臨
床
歯
科
麻
酔
学
︱
全
身
疾
患

や
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
リ
ス
ク
を

回
避
す
る
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
︱

｣

を
テ
ー
マ
に
、
藤
沢
歯
科

ペ
リ
オ
・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
セ
ン

タ
ー
の
雨
宮
啓
氏
を
講
師
に
迎

え
、
医
療
安
全
講
習
会
を
開

催
。
会
場
９
名
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
76
名

の
合
計
85
名
が
参
加
し
た
。

　
ま
ず
雨
宮
氏
は
、
歯
科
麻
酔

学
的
配
慮
と
し
て
、
歯
科
治
療

を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
精
神
的

ス
ト
レ
ス
、
局
所
麻
酔
薬
や
内

服
薬
（
抗
菌
剤
や
鎮
痛
剤
）
の

使
用
、
超
高
齢
化
や
生
活
習
慣

病
の
増
加
に
よ
り
、
生
体
予
備

力
の
低
下
し
た
ハ
イ
リ
ス
ク
患

者
の
治
療
な
ど
で
起
こ
る
偶
発

症
が
あ
る
と
説
明
。

　
次
に
、
虚
血
性
心
疾
患
患
者

の
局
所
麻
酔
薬
は
血
管
収
縮
薬

に
注
意
す
る
。
健
康
成
人
の
基

準
投
与
量
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
含

有
リ
ド
カ
イ
ン
塩
酸
塩
製
剤
１

・
８
㎖ 

Ct
換
算
８
・
８
本
で

あ
る
が
、
肥
大
型
心
筋
症
や
甲

状
腺
機
能
亢
進
症
、
重
症
糖
尿

病
患
者
に
は
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
無

添
加
麻
酔
薬
の
使
用
が
好
ま
し

く
２
０
２
２
年
よ
り
伝
達
麻
酔

も
保
険
適
用
追
加
に
な
っ
た
ス

キ
ャ
ン
ド
ネ
ス
ト
Ⓡ
な
ど
を
活

用
す
る
。
心
血
管
疾
患
患
者
の

局
所
麻
酔
下
に
お
け
る
治
療
時

合
併
症
は
90
分
を
超
え
る
と
増

加
す
る
の
で
、
手
術
時
間
は
90

分
以
内
に
と
ど
め
、
疼
痛
や
精

神
的
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
配

慮
が
必
要
な
こ
と
を
解
説
し
た
。

　
さ
ら
に
、
今
年
２
月
に
開
催

さ
れ
た
厚
生
労
働
省
の
歯
科
衛

生
士
の
業
務
の
あ
り
方
等
に
関

す
る
検
討
会
で
の
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
局
所
麻
酔
行
為
に
関
し

て
「
歯
科
診
療
の
補
助
行
為
と

み
な
さ
れ
、
歯
科
衛
生
士
法
に

違
反
し
な
い
」
と
の
考
え
方
を

新版を無料配布中

大好評! 「知って得する」 パンフ
意外と知らない控除・減免・払い戻しが…まる分かり

　
全
国
で
発
行
部
数
18
万
部
を

超
え
る
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
知
っ
て
ト
ク
す

る
！
医
療
・
介
護
・
税
金
の
負

担
軽
減
策
」
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
一
般
の

方
向
け
に
作
成
さ
れ
て
お

り
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い

「
医
療
費
控
除
」「
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
」「
高

額
療
養
費
制
度
」「
高
額
医
療

・
高
額
介
護
合
算
制
度
」「
国

保
の
保
険
料
（
税
）
の
減
免
」

「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
払

戻
」「
高
齢
者
向
け
の
手
す
り

取
り
付
け
な
ど
の
住
宅
改
修
費

の
支
給
」
な
ど
、
申
請
や
申
告

を
し
て
得
ら
れ
る
社
会
保
障
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
が
待
合
室
で
読
ん

だ
り
、
持
ち
帰
っ
て
活
用
し
た

り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
使
い
方
が

で
き
る
便
利
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
す
。

　
協
会
で
は
、
希
望
す
る
会
員

に
無
料
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ご
注
文
や
見
本
の
送
付

は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
受
付
（
Ｑ
Ｒ
参

照
）
ま
た
は
協
会
運
動
本
部

（
電
話
０
３
︱
３
２
０
５
︱
２

９
９
９
）
へ
お
電
話
く
だ
さ

い
。

注文は上記QR
または

03-3205-2999まで

歯初診や外安全・口管強など施設基準講習会を開催歯初診や外安全・口管強など施設基準講習会を開催
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在
宅
療
養
支

援
歯
科
診
療
所
１
・
２
（
歯
援

診
１
・
２
）
の
研
修
要
件
に
対

応
し
た
講
習
で
あ
り
、
新
規
に

施
設
基
準
の
届
出
を
行
う
会
員

を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ

坂下英明氏 繁田雅弘氏

森元主税氏 馬場安彦氏

特集は特集は
“追いつめられる歯科医師たち”“追いつめられる歯科医師たち”

「月刊保団連」「月刊保団連」 ４４ 月号月号

C M Y K
C+M C+Y M+Y K50 Blance K75 Blance K25 Blance C50 M50 Y50 C75 M75 Y75 C25 M25 Y25

月刊保団
明日の医療を考える

2025年4月1日（毎月1回1日発行）通巻1446号・昭和47年6月15日　第3種郵便物認可　ISSN　0288-5093

発行所　全国保険医団体連合会

通
巻
１
４
４
６
号
　
　
追
い
つ
め
ら
れ
る
歯
科
医
師
た
ち

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

定
　
　価
　〒
共
九
〇
〇
円

郵
便
振
替
　〇
〇
一
六
〇
─
〇
─
一
四
〇
三
四
六

二
〇
二
五
年
四
月
一
日（
毎
月
一
回
一
日
）発
行

月
刊
保
団
連
　
　
　
　昭
和
四
十
七
年
六
月
十
五
日
第
３
種
郵
便
物
認
可

月
刊
保
団
連
　
　
２
０
２
５
・
４

1446
No.

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-5-5　新宿農協会館
TEL 03-3375-5121（代）　FAX 03-3375-1885

4
No.1446

April 2025

特集 追いつめられる歯科医師たち追いつめられる歯科医師たち
道 平野啓一郎が語る現代社会と文学平野啓一郎が語る現代社会と文学

～～   保団連保団連がお贈りするがお贈りするオリジナルツアー第６弾 オリジナルツアー第６弾 
犬山・長良川犬山・長良川のの旅旅   ～～

新新・・味わい味わいとと文化文化のの旅旅 20252025

■ 集　合（19日）　 ホテルインディゴ犬山有楽苑　19時から夕食
19日は宿泊・朝食のみもOK（応相談）

■ 解　散（21日）　 JR名古屋駅　16時頃

国宝犬山城、内藤記念くすり博物館、
長良川うかいミュージアム、長良川鵜飼乗船（高級観覧船）、
博物館明治村、美濃焼陶芸道場 虎渓窯（体験コース）

■ 宿　泊　 19日泊：ホテルインディゴ
  　　　犬山有楽苑
20日泊：十八楼

◆ 参 加 費　 お１人　135,000円
（宿泊1部屋2人の場合、最少催行人数の場合）

※参加費は参加人数が増加すれば下がります。
※現地までの往復交通費については、各自負担となります。

お申し込み・お問い合わせは　保団連文化部（03-3375-5123）まで

2025年

７月19日（土）～21日（月・祝）

20日：日本料理関西（犬山）
21日：魚関（多治見）昼食

主な
みどころ

◆一次締切日予定　５月９日（金）
※ 締切日前でも定員になり次第締め切ります。また最終締切日の５月30日（金）の時点で最少催行人数
30人に満たない場合は中止をさせていただくことがあります。その際は６月２日（月）までに、お知
らせします。

※ 行程は、変更する場合があります。当日の道路事情などによる行程の変更もございます。ご了承
ください。参加費については、行程・参加人数などで若干変更することがあります。

日程

毎回好評の今年の味旅は、愛知県の犬山、岐阜県の長良川を中心に文化と
歴史を楽しめる魅力的な旅を企画しました。
天守のみが現存し江戸時代までに建造された「現存12天守」の一つであ
る国宝犬山城。薬に関して日本のみならず、世界の資料、および過去より
現代にいたる資料を広く収集する内藤記念くすり博物館。長良川うかい
ミュージアムで鵜飼について学んだうえで、長良川の鵜飼を高級観覧船で
見学します。博物館明治村は、本物の明治建築を保存展示する野外博物館。
宿泊は、歴史や伝統に彩られた魅力的な「ホテルインディゴ犬山有楽苑」で
の篠笛の演奏会と創業160有余年、バリエーション豊かなお部屋で上質な
寛ぎのおもてなしの長良川のホテル「十八楼」です。
今年も早々の満員御礼が予想されますので、お早めのお申し込みを！

十八楼十八楼

国宝犬山城国宝犬山城

ホテルインディゴ犬山有楽苑ホテルインディゴ犬山有楽苑

長良川鵜飼長良川鵜飼

博物館明治村博物館明治村

先着
36名

一人参加・
部分参加可

応相談

＜概要＞
　２０２４年度歯科診療報酬改定に対
して、全国の歯科医療現場から「本
当にもう限界だ」との悲鳴が上がっ
ている。―（中略）―歯科医師の当
たり前の使命である患者・国民の歯
の健康を守ることが、国の政策によ
り阻害されている実態を明らかにす
る。必要な診療報酬を求めて、改め
て世論に訴えを起こしていく。
＜内容＞
■歯科医療提供体制を守るために
� （保団連副会長／田辺 隆）
■歯科技工所アンケートから見る歯科
　医療改善
� （保団連歯科政策部／深井修一）
■2024年度診療報酬改定に係る歯科
　会員アンケート
�（保団連歯科社保・審査対策部／加藤 開）
■口の中の健康を守る現場から
（伊藤 多佳男・鵜飼 伸・多田 和彦・
　長久保宏美）

◆「月刊保団連」４月号には歯科
　に関する特集が掲載されます。
◆４月上旬に会員の先生方に届く
　予定です。

紹
介
し
た
上
で
、
現
在
の
歯
科

衛
生
士
学
校
で
は
局
所
麻
酔
行

為
を
実
施
す
る
教
育
は
行
っ
て

い
な
い
と
説
明
。
同
検
討
会
で

は
歯
肉
縁
上
、
縁
下
歯
石
除
去

（
Ｓ
Ｒ
Ｐ
）
時
の
疼
痛
除
去
を

目
的
と
す
る
場
合
と
し
て
は
ど

う
か
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ

ら
に
麻
酔
実
施
の
研
修
内
容
案

が
示
さ
れ
た
と
説
明
し
た
。

　
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も

医
療
安
全
講
習
会
で
雨
宮
啓
氏
が
強
調

対象となる研修は
歯初診・外安全１
外感染２・歯援診

口管強

る
。
歯
初
診
・
外
安
全
１
・
外

感
染
２
対
応
コ
ー
ス
に
29

名
、
歯
初
診
・
外
安
全
１
・
外

感
染
２
、
口
管
強
、
歯
援
診
対

応
コ
ー
ス
に
65
名
―
が
参
加
し

た
。
な
お
、
次
回
は
６
月
22
日

（
日
）
に
開
催
す
る
の
で
、
新

規
で
施
設
基
準
の
届
出
を
検
討

し
て
い
る
会
員
は
ぜ
ひ
参
加
い

た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
５
月
末
ま
で
に
再
届

出
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
旧
か

強
診
（
か
か
り
つ
け
歯
科
医
機

能
強
化
型
歯
科
診
療
所
）
の
届

出
医
療
機
関
は
、
改
定
に
よ
り

追
加
さ
れ
た
研
修
を
受
講

し
、
そ
の
要
件
を
満
た
し
た
上

で
、
再
届
出
を
す
る
必
要
が
あ

る
。
追
加
さ
れ
た
研
修
が
未
受

講
の
会
員
は
、
４
月
24
日

（
木
）、
５
月
21
日
（
水
）
の

「
口
管
強
追
加
研
修
」
を
受
講

し
、
再
届
出
を
し
忘
れ
な
い
よ

う
注
意
い
た
だ
き
た
い
（
５
面

参
照
）。

　
協
会
は
、
業
務
の
生
産
性
向

上
ま
た
は
職
員
の
処
遇
改
善
等

を
目
的
に
し
た
、「
生
産
性
向

上
・
職
場
環
境
整
備
等
支
援
事

業
の
案
内
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
２
０
２
５
年

３
月
31
日
ま
で
に
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
の
施
設
基
準
を
届
け

出
て
い
る
医
療
機
関
の
み
が
対

象
と
な
る
。
給
付
額
は
１
歯
科

医
療
機
関
ご
と
に
、
18
万
円
。

支
給
要
件
は
、
24
年
４
月
１
日

か
ら
26
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
、
以
下
の
業
務
効
率
化
や
職

員
の
処
遇
改
善
を
図
る
場
合

（
い
ず
れ
か
／
複
数
可
）
に
、

所
要
の
経
費
に
相
当
す
る
給
付

生
産
性
向
上
・
職
場
環
境
整

備
等
支
援
事
業
の
案
内
を

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

「知っトクパンフ」
掲載内容

「税　　金」：収入・所得・課税所得の
　　　　　　違いなど、基本的なこと
　　　　　　から、確定申告の際に役
　　　　　　立つ「医療費控除」など。
「医　　療」：窓口負担が高額になった
　　　　　　際に使える「高額療養費
　　　　　　制度」など。
「介　　護」：「介護保険の食事代・居
　　　　　　住費」の軽減など。
「生活保護」：生活保護の月額支給額例、
　　　　　　就学援助制度の紹介など。
「その他」：補聴器購入費の助成や認
　　　　　　知症個人賠償責任保険な
　　　　　　ど、お役立ち制度を掲載。

　
講
師
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
講

演
を
動
画
配
信
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。
視
聴
に
は
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ

ク
ア
カ
ウ
ン
ト
が
必
要
。

デンタルブック
よりご視聴くだ
さい。

金
を
支
給
す
る
。

⑴
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
導
入
に
よ

　

る
業
務
効
率
化

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
イ
ン
カ

　
ム
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
設
備
、
床

　
ふ
き
ロ
ボ
ッ
ト
、
監
視
カ
メ

　
ラ
等
の
業
務
効
率
化
に
資
す

　
る
設
備
の
導
入

「
解
り
や
す
い
説
明
で
よ
く
理

解
で
き
た
」
と
好
評
だ
っ
た
。

⑵
タ
ス
ク
シ
フ
ト
／
シ
ェ
ア
に

　

よ
る
業
務
効
率
化

　
歯
科
医
師
事
務
作
業
補
助　

　
者
、
歯
科
衛
生
士
、
助
手
、

　
受
付
業
務
者
な
ど
の
職
員
の

　
新
た
な
配
置
に
よ
る
タ
ス
ク

　
シ
フ
ト
／
シ
ェ
ア

⑶
給
付
金
を
活
用
し
た
更
な
る

　

賃
上
げ

　
処
遇
改
善
を
目
的
と
し
た
、

　
既
に
雇
用
し
て
い
る
職
員
の

　
賃
金
改
善

　
な
お
、
こ
の
事
業
は
、
東
京

都
の
25
年
度
の
事
業
と
し
て
実

施
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
申
し

込
み
時
期
、
方
法
な
ど
の
詳
細

は
今
後
明
ら
か
に
な
る
。

　
協
会
で
は
情
報
を
入
手
し
次

第
、
随
時
内
容
を
更
新
す
る
の

で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
き
た
い
。



新
た
に
保
険
収
載
さ
れ
た

「
接
着
カ
ン
チ
レ
バ
ー
装
置
」

は
、
保
険
で
は
、
Ｍ
017
ポ
ン
テ

ィ
ッ
ク
の
算
定
留
意
事
項
通
知

（
６
）
の
イ
の
（
ト
）
に
「
隣

接
歯
な
ど
の
状
況
か
ら
や
む
を

え
ず
、
支
台
歯
１
歯
お
よ
び
ポ

ン
テ
ィ
ッ
ク
１
歯
に
よ
る
接
着

カ
ン
チ
レ
バ
ー
装
置
を
製
作
す

る
場
合
は
、
切
歯
（
上
顎
中
切

歯
を
除
く
）
の
１
歯
欠
損
症
例

に
お
い
て
、
支
台
歯
を
生
活
歯

に
求
め
る
場
合
に
限
り
認
め
ら

れ
る
」
と
記
載
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
24
年
４
月
26
日
付
け
厚

生
労
働
省
保
険
局
医
療
課
の
事

務
連
絡
「
疑
義
解
釈
の
送
付
に

つ
い
て
（
そ
の
３
）」
の
中
で
、

「
接
着
カ
ン
チ
レ
バ
ー
装
置
」

は
「
ブ
リ
ッ
ジ
に
該
当
す
る
」

と
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事

務
連
絡
前
の
同
年
４
月
１
日
に

公
益
社
団
法
人
日
本
補
綴
歯
科

学
会
（
以
下
、
補
綴
学
会
）
が

通
知
し
た
「
接
着
カ
ン
チ
レ
バ

ー
装
置
の
基
本
的
な
考
え
方
」

で
は
、「
い
わ
ゆ
る
『
ブ
リ
ッ

ジ
』
と
近
似
し
た
装
置
で
あ
る

が
、（
中
略
）
ブ
リ
ッ
ジ
と
は

異
な
る
装
置
と
し
て
定
義
す

る
」
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
学
術
名
称
と
保
険

用
語
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に

な
り
、
患
者
さ
ん
に
説
明
す
る

際
な
ど
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。ま

た
、
同
年
４
月
12
日
の
事

務
連
絡
「
疑
義
解
釈
の
送
付
に

つ
い
て
（
そ
の
２
）」
で
は
、

補
綴
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
雑
誌
刊
行
物
」
↓
「
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」↓「
１
．
お
し
ら

せ
」
の
中
に
「
接
着
カ
ン
チ
レ

バ
ー
装
置
の
基
本
的
な
考
え

方
」
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
適

応
症
例
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
確

認
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
以
下
に
、
抜
粋
し
て
紹
介

し
ま
す
。

・
適
応
症　
保
険
診
療
に
お
け

る「
接
着
カ
ン
チ
レ
バ
ー
装
置
」

を
適
用
で
き
る
症
例
は
、上
顎

中
切
歯
を
除
く
切
歯
1
歯
欠
損

で
支
台
歯
と
な
る
隣
在
歯
が
健

全
な
症
例
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
装
置
の
欠
損
部
位（
ポ
 ン

「
接
着
カ
ン
チ
レ
バ
ー
装
置
と

は
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

補
綴
装
置
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
前
記
と
重
複
す
る
点
も
あ

り
ま
す
が
、
次
の
よ
う
に
明
記

し
て
い
ま
す
。

①
支
台
装
置
が
接
着
冠
で
あ
る

こ
と

②
支
台
歯
及
び
ポ
ン
テ
ィ
ッ
ク

が
そ
れ
ぞ
れ
１
歯
ず
つ
の
２
ユ

ニ
ッ
ト
型
の
接
着
ブ
リ
ッ
ジ
で

あ
る
こ
と

③
上
顎
中
切
歯
を
除
く
切
歯
の

１
歯
欠
損
症
例
に
お
い
て
，
隣

在
歯
等
の
状
況
か
ら
や
む
を
え

ず
製
作
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

な
お
、「
接
着
カ
ン
チ
レ
バ

ー
装
置
」
の
製
作
に
あ
た
っ
て

は
、
公
益
社
団
法
人
日
本
補
綴

歯
科
学
会
の
「
接
着
カ
ン
チ
レ

バ
ー
装
置
の
基
本
的
な
考
え

方
」
を
参
考
と
す
る
こ
と

テ
ィ
ッ
ク
と
な
る
歯
）は
上
顎

側
切
歯
と
下
顎
切
歯
の
計
６
歯

の
う
ち
の
１
歯
で
あ
る
。装
置

の
数
に
制
限
は
設
け
な
い
が
、

２
歯
連
続
の
欠
損
は
本
装
置
の

適
応
症
と
し
な
い
。こ
の
た
め
、

上
顎
２
装
置
、下
顎
２
装
置
が

一
口
腔
内
に
お
け
る
最
大
装
置

数
と
な
る
。
ま
た
、
支
台
歯
が

歯
周
疾
患
に
罹
患
し
て
い
な
い

症
例
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は

支
台
歯
が
歯
周
疾
患
に
罹
患
し

て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、歯
周

基
本
治
療
等
が
終
了
し
、歯
周

組
織
検
査
に
よ
り
動
揺
お
よ
び

歯
周
組
織
の
状
態
等
か
ら
支
台

歯
と
し
て
の
機
能
を
十
分
維
持

し
う
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
た

症
例
を
適
応
症
と
す
る
。

・
禁
忌
症　
従
来
の
接
着
ブ
リ

ッ
ジ
で
は
、
動
揺
が
顕
著
で
あ

る
支
台
歯
は
、
接
着
界
面
に
剥

離
応
力
や
回
転
応
力
が
加
わ
り

や
す
く
な
る
た
め
、
禁
忌
症
例

と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
接
着
カ
ン
チ
レ
バ
ー
装
置

で
は
、
ポ
ン
テ
ィ
ッ
ク
と
支
台

装
置
が
支
台
歯
と
共
に
動
く
た

め
剥
離
応
力
や
回
転
応
力
が
加

わ
り
に
く
く
、
Ⅰ
度
程
度
の
動

揺
度
で
あ
れ
ば
許
容
し
う

る
。
た
だ
し
、
咬
耗
が
顕
著
で

あ
る
歯
列
、
咬
合
が
緊
密
で
あ

る
歯
列
、
ブ
ラ
キ
シ
ズ
ム
を
有

す
る
症
例
で
は
予
後
不
良
と
思

わ
れ
る
た
め
、
他
の
補
綴
装
置

を
検
討
す
る
の
が
望
ま
し

い
。
齲
蝕
罹
患
傾
向
の
高
い
患

者
は
装
着
後
も
口
腔
内
に
露

出
し
た
歯
面
か
ら
齲
蝕
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
避
け
た

方
が
良
い
。

・
設
計
の
基
本
原
則
と
留
意
事

項
（
図
）　
保
険
診
療
に
お
け

第
６
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会

「
時
代
に
逆
行
」
高
額
療
養
費
制
度
問
題

「
時
代
に
逆
行
」
高
額
療
養
費
制
度
問
題

　
　  

メ
デ
ィ
ア
側
は
負
担
引
き
上
げ
問
題
に
危
機
感

  

「
命
の
選
別
に
つ
な
が
る
話
」

「
国
際
的
な
趨
勢
を
見
て
も
時

代
に
逆
行
し
た
制
度
」と
参
加

者
か
ら
厳
し
い
言
葉
が
相
次
い

だ
。３
月
14
日
、協
会
が
開
催
し

た
第
６
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
で

は
高
額
療
養
費
の
患
者
負
担
引

き
上
げ
の
問
題
に
つ
い
て
、報

道
関
係
者
と
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
た
。

　
議
題
解
説
に
当
た
っ
た
本
橋

昌
宏
副
会
長
は
、協
会
が
石
破

茂
総
理
大
臣
、福
岡
資
麿
厚
生

労
働
大
臣
に
宛
て
た
自
己
負
担

限
度
額
引
き
上
げ
撤
回
の
要
請

書
な
ど
を
も
と
に
、患
者
ら
が
厳

し
い
状
況
に
置
か
れ
か
ね
な
い

と
、危
機
感
を
示
し
た
。参
加
者

か
ら
は
、「
借
金
し
て
窓
口
負
担

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ほ

と
ん
ど
の
人
に『
治
療
を
受
け

な
い
』と
い
う
選
択
肢
が
浮
か

ぶ
世
界
に
な
っ
て
し
ま
う
」と
の

意
見
や
、諸
外
国
の
事
例
と
比

べ
て
も「
外
す
こ
と
が
で
き
な
い

制
度
」と
、高
額
療
養
費
制
度
の

重
要
性
に
つ
い
て
触
れ
る
意
見

が
あ
っ
た
。

　
一
方
で
、高
額
な
費
用
が
か

か
る
治
療
が
患
者
に
も
た
ら
す

効
果
に
つ
い
て
は「
追
及
さ
れ

て
い
な
い
と
思
う
。そ
の
治
療

が
本
当
に
意
味
が
あ
る
の
か
ど

う
か
、チ
ェ
ッ
ク
し
て
は
ど
う

ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト制

作、運用、コンサル

ティングを行い歯科

関連サイトの運用は

常時120件を数える。

相談室

ITIT

永田 康祐
クレセル株式会社

「
Ａ
Ｉ
」
と
聞
く
と
何
を
思

い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。

本
物
そ
っ
く
り
の
ニ
セ
動
画

？
プ
ロ
も
敵
わ
な
い
囲
碁
や

将
棋
な
ど
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

？
「
Ａ
Ｉ
で
な
く
な
る
仕
事

ラ
ン
キ
ン
グ
」
な
ど
の
特
集

記
事
？

今
回
は
、
な
ん
と
な
く
ド
キ

ド
キ
す
る
け
れ
ど
、
具
体
的

な
イ
メ
ー
ジ
が
定
ま
ら
な
い

Ａ
Ｉ
と
歯
科
の
関
わ
り
に
つ

い
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

◆
Ａ
Ｉ
は
「
知
能
」
か

Ａ
Ｉ
は
、「
人
工
知
能
」

（A
rtificial In

tell-
igence

）
の
略
と
な
り
ま

す
。
正
確
で
疲
れ
を
知
ら
な
い

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
す
が
、
指

示
し
た
通
り
の
動
作
し
か
し
な

い
点
は
機
械
や
ロ
ボ
ッ
ト
と
変

わ
ら
ず
、
人
工
知
能
と
は
呼
べ

ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
製
品
な
ど
を
検
品

す
る
機
械
は
以
前
か
ら
あ
り
ま

し
た
が
、
Ａ
Ｉ
出
現
以
前
は
色

や
大
き
さ
な
ど
、
数
値
化
で
き

る
基
準
で
良
品
と
不
良
品
を
区

別
し
て
い
ま
し
た
。

医
療
の
世
界
で
は
、
Ａ
Ｉ
の

実
用
例
と
し
て
読
影
支
援
が
あ

り
ま
す
。
Ａ
Ｉ
は
、
数
値
化
や

数
式
化
で
き
な
い
微
妙
な
違
い

を
読
み
取
り
、
注
意
す
べ
き
か

ど
う
か
を
「
判
断
」
す
る
こ
と

で
、
診
断
を
支
援
し
ま
す
。

ＡＩとは何か

医療分野への波及・影響は…

◆
17
年
に
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

２
０
１
７
年
に
発
表
さ
れ

た
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
曲
名
を

も
じ
っ
た
「A

ttention 
Is A

ll Y
ou
 N
eed

」

と
い
う
画
期
的
な
論
文
に
よ

り
、
Ａ
Ｉ
は
一
気
に
実
用
化

さ
れ
ま
し
た
。

Ａ
Ｉ
は
何
十
年
も
研
究
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
技
術
的
な
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
が
起
き
た
こ
と

で
、
大
き
く
進
化
し
ま
し
た
。

過
去
の
Ａ
Ｉ
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
考
え
方
と
は
大
き
く
異
な

り
、
実
用
に
耐
え
る
技
術
に
な

り
ま
し
た
。

◆
歯
科
で
の
応
用
例

歯
科
の
世
界
で
も
Ａ
Ｉ
が
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
診
療
以
外
で
も
活
用
で
き

る
Ａ
Ｉ
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
も
多

く
あ
り
ま
す
。

る
接
着
カ
ン
チ
レ
バ
ー
装
置
は

支
台
装
置
１
個
と
ポ
ホ
ン
テ
ィ

ッ
ク
か
ら
な
る
２
ユ
ニ
ッ
ト
と

す
る
。
形
成
は
エ
ナ
メ
ル
質
の

範
囲
内
を
原
則
と
す
る
。
形
成

デ
ザ
イ
ン
と
し
て
は
、
①
可
能

な
限
り
被
着
面
積
を
大
き
く
す

る
、
②
歯
質
削
除
量
は
最
小
限

と
し
、
で
き
る
だ
け
エ
ナ
メ
ル

質
の
被
着
面
と
す
る
、
③
歯
肉

側
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ン
は
歯

周
組
織
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
歯
肉
縁
か
ら
１
㎜
程
度

離
す
、
④
切
縁
側
の
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
ラ
イ
ン
は
支
台
歯
の
透
明

感
を
損
な
わ
な
い
よ
う
切
縁
か

ら
１
㎜
程
度
離
す
―
な
ど
が
原

則
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
接
着
ブ

リ
ッ
ジ
に
お
け
る
形
成
デ
ザ
イ

ン
と
共
通
す
る
。

・
使
用
材
料　
金
属
材
料
と
し

て
は
歯
科
鋳
造
用
12
％
金
銀
パ

ラ
ジ
ウ
ム
合
金
を
用
い
る
。
ポ

ン
テ
ィ
ッ
ク
の
前
装
材
料
と
し

て
は
健
康
保
険
適
用
の
間
接
修

復
用
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
を

用
い
る
。

・
咬
合
調
整　
四
接
着
カ
ン
チ

レ
バ
ー
装
置
は
、
咬
合
に
配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。
ポ
ン
テ
ィ

ッ
ク
部
に
過
大
な
応
力
が
加
わ

る
と
、
支
台
歯
へ
の
荷
重
負
担

は
必
然
的
に
ブ
リ
ッ
ジ
タ
イ
プ

以
上
に
大
き
く
な
る
。
本
装
置

を
咬
合
に
関
与
さ
せ
る
場

合
、
支
台
歯
の
負
担
が
過
重
と

な
ら
な
い
よ
う
、
下
記
の
よ
う

な
調
整
を
行
う
。

①
ポ
ン
テ
ィ
ッ
ク
部
に
早
期
接

触
が
な
い
よ
う
に
調
整
し
、
安

定
し
た
咬
合
接
触
を
与
え
る
。

た
だ
し
無
咬
合
と
は
し
な
い

②
ポ
ン
テ
ィ
ッ
ク
部
の
咬
合
接

触
は
１
点
と
す
る

③
ポ
ン
テ
ィ
ッ
ク
部
に
は
偏
心

運
動
時
の
滑
走
部
位
を
つ
く
ら

な
い

④
支
台
歯
で
は
、
歯
質
と
メ
タ

ル
フ
レ
ー
ム
の
双
方
に
咬
合
接

触
を
与
え
る

以
上
で
す
が
、
抜
歯
後
で
あ

れ
ば
欠
損
粘
膜
の
治
癒
期
間
や

審
美
性
回
復
を
目
的
と
し
た
暫

間
補
綴
に
つ
い
て
の
記
載
が
な

い
こ
と
が
残
念
で
す
。
さ
ら

に
、
レ
ジ
ン
歯
な
ど
を
使
用
し

た
暫
間
補
綴
が
保
険
で
評
価
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ

る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
ま

す
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

会
長　
坪
田
有
史

か
」と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　
ま
た
、厚
生
労
働
省
に
よ
る

生
産
性
向
上・
職
場
環
境
改
善

を
目
的
と
し
た
給
付
金（
18
万

円
）や
、東
京
都
に
よ
る
物
価
高

騰
対
策
の
支
援
金（
15
万
円
）も

議
題
と
し
て
取
り
扱
っ
た
。「
医

療
機
関
に
と
っ
て
15
、18
万
円

は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
と
思
う
。そ
れ
が
な
け
れ
ば

や
っ
て
い
け
な
い
と
い
う
気
持

ち
も
分
か
る
が
、こ
う
し
た
こ
と

を
毎
回
繰
り
返
し
て
い
て
良
い

の
だ
ろ
う
か
。医
療
制
度
の
根

幹
が
機
能
し
て
い
く
の
だ
ろ
う

か
」と
単
発
的
な
支
援
金
の
在

り
方
を
疑
問
視
す
る
声
も
あ
が

っ
た
。

　
こ
の
日
は
４
社
４
名
の
メ
デ

ィ
ア
が
参
加
し
、早
坂
美
都
副

会
長
が
司
会
を
務
め
た
。

２０２３年度第１回診療報酬調査専門組織・医療技術評価分科会 資料より

（８）第６６１号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２５年（令和７年）４月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬

改
定
で
新
設
さ
れ
た
「
接
着

カ
ン
チ
レ
バ
ー
装
置
」
と

は
。

補
綴
学
会
の
「
接
着
カ
ン

チ
レ
バ
ー
装
置
の
基
本
的
な

考
え
方
」
と
は
。

 教えて！ 教えて！

 会長!!  Vol. 会長!!  Vol.9393

接
着
カ
ン
チ
レ
バ
ー
装
置
と
は



月日 部位 療法・処置 点数

4/1 初診 267

歯が欠けてしまい、食べ物が挟まりやすい。冷たいものや甘いものが ／

しみる。 ／

歯管 文（文書提供 添付） 80+10

感蒲 デンタル １Ｆ 電 58

慣近心隣接面に歯髄腔近くまでおよぶ透過像あり。 ／

感遠心隣接面ハセツ。感蒲ともに修復物下に透過像あり。 ／

浸麻 ＯＡ＋オーラ注歯科用カートリッジ1.8ｍL 30+11

除去（簡単なもの）メタルインレー 20×2

う蝕処置 軟化象牙質除去 注① 18×2

間ＰＣａｐ （セラカルＬＣ、ＣＲ） 38×2

4/11 再診 明細 58+1

前回治療後、経過良好。 ／

感にＣＡＤ／ＣＡＭインレー、慣にレジンインレーの製作を説明し、 ／

同意を得る。 ／

感蒲 浸麻 ＯＡ＋オーラ注歯科用カートリッジ1.8ｍL ／

感 ＫＰ（ОＤ） ＣＡＤ／ＣＡＭインレー加算 注② 86+150

光学印象 注③ 100

光学印象歯科技工士連携加算 注④ +50

〇〇歯科技工所の歯科技工士 △△ △△ が同席。口腔内を確認。 ／

咬合部位やシェード（Ａ３）について確認した。 ／

慣 ＫＰ（ＭО） 86

連ｉｍｐ（寒天＋アルジネート） 64

ＢＴ（ワックス） 18

感蒲 仮封（プロテクトシール） ／

4/18 再診 明細 58+1

経過良好。痛みはないとのこと。 ／

感蒲 浸麻 ＯＡ＋オーラ注歯科用カートリッジ1.8ｍL 30+11

感 ＣＡＤ／ＣＡＭインレー ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅲ）（ОＤ） 注⑤ 1,066

装着部位の対側に大臼歯（ ）による咬合支持あり。 ／

涯快にはＰＤが装着され、対合歯が欠損しているが、近心側隣在歯 ／

（ ）までの咬合支持あり。 ／

感 装着料 内面処理加算１ 注⑥ 45+45

アルミナ・サンドブラスト処理およびプライマー処理 ／

歯科用合着・接着材料Ⅰ 接着性レジンセメント自動練和型 パナビアＶ５ 38

ロット番号が記載されたシールを貼付。 注⑦ ／

慣 レジンインレー（複雑）（ＭО） 注⑧ 220

装着料 45

歯科用合着・接着材料Ⅰ 接着性レジンセメント自動練和型 パナビアＶ５ 38

ＣＣＡＡＤＤ／／ＣＣＡＡＭＭイインンレレーー修修復復にに対対すするる
光光学学印印象象法法ににつついいてて

今次改定でＣＡＤ／ＣＡＭインレー修復に対する光学印象の点数が新設さ
れた。ＣＡＤ／ＣＡＭインレー製作にあたりデジタル印象採得装置（口腔内
スキャナ）を用いて、直接法により印象採得および咬合採得を行った場合を
例に解説する。

患者：56歳・女性

主訴：歯が欠けてしまい、食べ物が挟まりやすい。冷たいものや甘いものがしみる。

所見：感遠心隣接面に歯冠破折あり。慣近心にもカリエスが認められ、食片圧入が認

められる。感蒲に１級メタルインレー装着済み。涯快にはＰＤが装着済み。

傷病名：感蒲インレーフテキ，Ｃ2

施設基準：歯初診 明細 補管 歯ＣＡＤ 光学印象 光技連

《《解解説説》》

注① 歯冠修復物などの除去後に行ったう蝕処置は別に算定することができる。

注② ＣＡＤ／ＣＡＭインレーを装着する場合は以下のとおり算定する。歯冠

形成時にＣＡＤ／ＣＡＭインレー形成加算、装着時には内面処理加算１をそれ

ぞれ算定できる。光学印象を算定した場合は、印象採得および咬合採得は算定

できない。

※ 内面処理加算１：アルミナ・サンドブラスト処理およびプライマー処理を

行った場合の加算

注③ 光学印象の施設基準を届け出た保険医療機関においてＣＡＤ／ＣＡＭイ

ンレーを製作する場合であって、デジタル印象採得装置を用いて、直接法によ

り印象採得および咬合採得を行った場合に製作物ごとに100点を算定する。

注④ 光学印象歯科技工士連携加算（光技連）の施設基準を届け出た保険医療

機関において、光学印象を行う際に、歯科医師が歯科技工士とともに対面で咬

合関係の確認や口腔内の確認などを行い、その修復物の製作に活用した場合に

は、光技連として50点を光学印象に加算できる。同時に２つ以上の修復物の製

作を目的に光学印象しても加算は１回のみ。

カルテには確認内容と実施する保険医療機関の歯科技工士以外が行う場合は

歯科技工士が所属する歯科技工所名を記載する。

注⑤ ＣＡＤ／ＣＡＭインレーは小臼歯や大臼歯の複雑窩洞に限り装着できる。

第一大臼歯または第二大臼歯にＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料 (Ⅲ)を使用する場合、

装装着着すするる部部位位のの反反対対側側のの大大臼臼歯歯のの咬咬合合支支持持（（ＢＢｒｒにによよるる咬咬合合支支持持もも含含むむ））ががああ

るる患患者者であって、【【条条件件ＡＡ】】または【【条条件件ＢＢ】】に該当する場合に算定できる。

本症例は装着する 感 の対側の大臼歯（ ）に咬合支持があるが、装着する

部位の同側に大臼歯による咬合支持がない場合で当該補綴部位の対合歯が欠損

（ＰＤの場合を含む）であり、当該補綴部位の近心側隣在歯までの咬合支持

（ ）があり、【【条条件件ＢＢ】】を満たす。

注⑥ 装着時に、内面処理としてアルミナ・サンドブラスト処理およびプライ

マー処理などを行った場合は、装着料45点に内面処理加算１・45点を加算する。

レジンインレーの装着時には加算できない。

注⑦ ＣＡＤ／ＣＡＭ冠用材料（Ⅲ）・（Ⅳ）・（Ⅴ）を使用した場合は、製

品に付属している使用材料名、ロット番号などを記載した文書（シールなど）

をカルテに貼付するなどして保存・管理する。

注⑧ 慣 において対側の大臼歯の咬合支持はあるが、当該補綴部位の近心側隣

在歯（ ）までの咬合支持がないため、注⑤にある【【条条件件ＢＢ】】にあてはま

らず、ＣＡＤ／ＣＡＭインレーの適用とならない。そのためレジンインレーを

装着している。

＊実態に即してご請求ください＊

歯歯冠冠形形成成 形形成成加加算算 印印象象採採得得
咬咬合合
採採得得

装装着着とと加加算算
装装着着

材材料料料料

修形120点
または
ＫＰ86点

ＣＡＤ／ＣＡＭ
インレー形成
加算＋150点

単純32点
または
連合64点

18点
45点
＋45点※

17点や
38点など

光学印象 100点
（要施設基準）

光光学学印印象象のの施施設設基基準準

• 歯歯科科補補綴綴治治療療にに係係るる専専門門のの知知識識おおよよびび３３年年以以上上のの経経験験をを有有すするる歯歯科科医医師師がが１１
名名以以上上配配置置さされれてていいるる

• 保保険険医医療療機機関関内内にに光光学学印印象象にに必必要要なな機機器器をを有有ししてていいるる

光光技技連連のの施施設設基基準準

• 保保険険医医療療機機関関内内にに歯歯科科技技工工士士をを配配置置ししてていいるるここととままたたはは他他のの歯歯科科技技工工所所ととのの
連連携携がが図図らられれてていいるるこことと

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７７ ６ ５ ４ ３ ２ １
７ ６ ５ ４ ３ ２ １

PD

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

【【条条件件ＡＡ】】 装装着着すするる部部位位とと同同側側にに大大臼臼歯歯（（装装着着部部位位はは含含ままなないい））のの咬咬合合支支持持（（ＢＢｒｒにに
よよるる咬咬合合支支持持もも含含むむ））ががあありり、、過過度度なな咬咬合合圧圧がが加加わわららなないい場場合合

【【条条件件ＢＢ】】 装装着着すするる部部位位のの同同側側にに大大臼臼歯歯にによよるる咬咬合合支支持持ががなないい場場合合はは、、当当該該補補綴綴
部部位位のの対対合合歯歯がが欠欠損損（（ＰＰＤＤのの場場合合をを含含むむ））でであありり、、当当該該補補綴綴部部位位のの近近心心
側側隣隣在在歯歯ままででのの咬咬合合支支持持（（ＢＢｒｒやや乳乳歯歯、、永永久久歯歯代代行行歯歯にによよるる咬咬合合支支持持をを
含含むむ））ががああるる場場合合

【【本本症症例例のの歯歯式式】】 ※※囲囲んんだだ部部位位ににＣＣＡＡＤＤ／／ＣＣＡＡＭＭイインンレレーーをを装装着着すするる

摘摘要要欄欄記記載載ととレレセセププトト電電算算処処理理シシスステテムム用用ココーードド
（（第第一一、、第第二二大大臼臼歯歯ににＣＣＡＡＤＤ／／ＣＣＡＡＭＭ冠冠用用材材料料（（ⅢⅢ））をを使使用用すするる場場合合））

883300110000990022 CCAADD／／CCAAMMイインンレレーーをを装装着着すするる部部位位のの対対側側のの大大臼臼歯歯にによよるる咬咬合合支支持持のの有有無無

883300110000990033 CCAADD／／CCAAMMイインンレレーーをを装装着着すするる部部位位のの同同側側のの大大臼臼歯歯にによよるる咬咬合合支支持持のの有有無無

882200110011330077 CCAADD／／CCAAMMイインンレレーーをを装装着着すするる部部位位のの対対合合歯歯がが欠欠損損

883300110000990055 CCAADD／／CCAAMMイインンレレーーをを装装着着すするる部部位位のの近近心心側側隣隣在在歯歯ままででのの咬咬合合支支持持のの有有無無
快界
廓隔

慨壊
割嚇

慨壊廻
割嚇各

快界
廓隔

慨壊
割嚇

（９） 第６６１号 ２０２５年（令和７年）４月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918
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震災震災とと歯科医師歯科医師 
--東北・能登の現状東北・能登の現状--

被災被災１１年―年―
　懸念は高齢避難者の口腔機能低下　懸念は高齢避難者の口腔機能低下

石川県保険医協会副会長　平田 米里
 （平田歯科医院）

能登・被災診療所のいま能登・被災診療所のいま（後編）（後編）

３月11日、東北地方を中心に甚大な被害をもたらした東日本
大震災から14年が経過した。２０２４年は元旦に能登半島地震が
発生し、石川県保険医協会会員の歯科診療所が被災した。地域
医療の一端を支える各地の歯科保険医は、こうした災害とどの
ように向き合ってきたのか。前回は、宮城県保険医協会・井上博
之理事長、石川県保険医協会・平田米里副会長に綴ってもらっ
た、今回は平田氏の後編を掲載する。

本紙３月号に掲載した本企画は協会ホー
ムページ（右QR）からもご覧になれます。

平田米里氏 寄稿
（前編）

井上博之氏 寄稿

「石川県創造復興プラン」提言の賛同へのお願い
　「『石川県創造復興プラン』検討会議」は２０２４年７月31日、石川県
が策定した「石川県創造的復興プラン」に対して「提言」をまとめ、石
川県に提出しました。
　この提言には「住み続ける権利の保障」＝「被災者・地域住民が、ど
こに、だれと住むか、どのように住むかを自己決定し、自分らしく生
き、自己の願い・希望を実現することを人権として保障する」という視
点から、県復興プランに対して９項目の提言を行っており、東京歯科保
険医協会も団体として賛同しています。同検討会議では、広く賛同者を
募集しています。ご賛同いただける方は、右下のQRからお申し込みを
お願いします。
　　　　　＜当協会・矢野正明理事より＞

　東日本大震災の時と違い、能登半島地震に対
して具体的には何もすることができませんでし
た。１年以上経過しても復興への道は見えてき
ません。せめて被災地域への一助となればと思
い私も復興プランの提言に賛同しました。ぜひ
皆さまもご協力ください。

３
月
23
日
、
大
阪
府
保
険
医

協
同
組
合
主
催
で
、
保
険
医
に

よ
る
ワ
イ
ン
審
査
会
「
ド
ク
タ

ー
ア
ワ
ー
ド
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
後
日
発
表
さ
れ
る
各
賞
の

受
賞
を
果
た
し
た
ワ
イ
ン

は
、D

r.C
O
N
T
I

（
ド
ク

タ
ー
・
コ
ン
チ
※
同
組
合
が
運

営
す
る
酒
販
事
業
）
な
ど
で
販

売
さ
れ
、
売
上
の
一
部
が
世
界

各
地
の
紛
争
・
災
害
地
域
で
活

動
し
て
い
る
医
療
従
事
者
へ
寄

付
さ
れ
ま
す
。
ワ
イ
ン
を
購
入

す
る
こ
と
が
支
援
に
つ
な
が
る

と
い
う
こ
と
を
、
審
査
会
の
開

催
を
通
じ
て
保
険
医
の
先
生
方

に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

審
査
員
は
、
全
国
の
保
険
医

協
会
・
医
会
の
会
員
28
名
で

す
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
の
記
念
す
べ
き
第
１
回
目

の
審
査
委
員
長
を
拝
命
し
、
参

加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
は
ブ
ラ
イ
ン
ド

で
す
の
で
、
銘
柄
を
隠
し
た
ワ

イ
ン
が
ず
ら
っ
と
並
び
ま
し

た
。
審
査
ア
イ
テ
ム
は
155
種
類

で
す
。
１
グ
ル
ー
プ
３
〜
４
人

に
分
か
れ
、
専
属
ソ
ム
リ
エ
よ

り
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受

け
、
グ
ル
ー
プ
で
20
〜
25
ア
イ

テ
ム
を
審
査
し
ま
す
。
次
々
と

審
査
対
象
の
ワ
イ
ン
の
香

り
、
色
、
味
わ
い
、
ど
の
よ
う

な
場
面
で
楽
し
み
た
い
か
、
ど

ん
な
料
理
に
合
わ
せ
た
い
か
な

ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
点
数
を
付

け
て
い
き
ま
す
。
同
じ
種
類
の

ブ
ド
ウ
を
使
っ
て
も
、
こ
れ
ほ

ど
違
う
味
わ
い
に
な
る
の
か

と
、
大
変
驚
き
ま
し
た
。

審
査
後
に
は
ラ
ン
チ
会

審
査
会
の
後
は
ラ
ン
チ
会
で

す
。
こ
ち
ら
は
80
名
ほ
ど
の
会

員
の
先
生
方
が
参
加
し
ま
し

た
。
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
も
入

り
、
始
終
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
で
、
こ
の
よ
う
な
交

流
も
大
変
有
意
義
だ
と
感
じ
た

１
日
で
し
た
。

会員投稿「声」
保険医がワイン審査 売上の一部は紛争地へ
第第１１回ドクターアワード回ドクターアワード
 早坂 美都（はやさか・みと）

輪島市の仮設住宅―。現在もなお、多くの人々が仮設住宅での生活を余儀なくされている輪島市の仮設住宅―。現在もなお、多くの人々が仮設住宅での生活を余儀なくされている

２０２４２０２４年年９９月21日の能登半島豪雨後の輪島市役所前の状況月21日の能登半島豪雨後の輪島市役所前の状況

地道な活動で被災会員の傷を―
　この１年、石川県保険医協会はどんな活動をしてきたのでしょうか？
義援金を届けるばかりではなく、政府広報資料の迅速かつ正確な情報
提供に努めてきました。それも大事ですが、今、私が思うに、協会事
務局による会員の安否確認に始まり、被害状況の聞き取り、その後の
状況把握など、何度も現地に足を運び、被災した会員と直接言葉を交
わしながら、強い関係性を構築してきたことが最も大切な活動であっ
たのではないでしょうか。こうした地道な活動によって被災した会員
の心の傷を少しは癒すことができたのではないかと思っています。
　後に、能登総合病院の口腔外科医の危惧を紹介します。彼は言いま
す。「確かに発災直後は歯科診療車に代表されるような緊急対応が必要
だった。１年を経過した今、仮設暮らしの通院困難な高齢者の口腔機
能低下が心配だ。その分野の歯科需要は、今後の課題として浮上して
くる。対応を準備しなければならない」―と。
　能登には仮設住宅で暮らす人のほかに、遠方に避難したまま、意に
反して帰宅できないでいる人も多い（事実、避難所の多くは既に閉鎖
され、現在は仮設住宅に移っている方がほとんど。石川県内では２０２４
年12月末時点で少なくとも２万699人が仮住まいや避難を余儀なくされ
ている）。石川県の創造的復興プランにみられるような抑制的予算に縛
られることなく、今こそ、能登に住み続けたいと願う人に、国が本来
の責務を果たすべきでしょう。（完）

Dr.CONTI（ドクター・コンチ）Dr.CONTI（ドクター・コンチ）
ホームページホームページ

ずらりと並んだ審査アイテムのワインずらりと並んだ審査アイテムのワイン

（ 1 0）第６６１号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２５年（令和７年）４月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com
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歯
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医
師
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験

２
１
３
６

２
１
３
６
人
が
合
格

人
が
合
格

　
　
　
合
格
率
は
70
・
３
％
に

　
　

　
も
し
、
あ
な
た
に
「
診
療
報

酬
改
定
を
仕
切
っ
て
ほ
し

い
」
と
依
頼
が
来
た
ら
ど
う
し

ま
す
か
。
自
分
に
都
合
の
良
い

項
目
ば
か
り
を
増
点
し
た

ら
、
そ
の
分
野
の
治
療
が
少
な

い
保
険
医
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
付

く
で
し
ょ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、

「
初
・
再
診
料
を
引
き
上
げ
れ

ば
平
等
で
は
な
い
か
」
と
い
う

話
に
な
る
わ
け
で
す
。
し
か

し
、「
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
、

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
」
と
問
わ
れ
た
ら
、
説
明
が

難
し
い
。

　
そ
こ
で
、
今
ま
で
保
険
で
は

で
き
な
か
っ
た
治
療
を
保
険
導

入
し
て
く
れ
る
な
ら
、
少
し
く

ら
い
多
め
に
治
療
費
を
支
払
っ

て
も
良
い
し
、
レ
ア
メ
タ
ル
の

パ
ラ
ジ
ウ
ム
が
高
騰
し
続
け
れ

ば
、
医
療
費
上
昇
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
導

入
さ
れ
た
の
が
、
臼
歯
部
の
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
で
す
。
自
費

の
補
綴
物
が
多
か
っ
た
医
院
に

と
っ
て
は
大
打
撃
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
改
定
の
た
び

に
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

（
中
医
協
）
の
場
で
、
診
療
側

と
支
払
側
と
公
益
側
の
三
者
に

と
っ
て
有
益
な
医
行
為
に
加
点

す
る
よ
う
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
た
だ
単
に
「
点

数
が
低
い
と
感
じ
て
い
る
か
ら

上
げ
て
ほ
し
い
」
で
は
通
ら
な

い
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
事
務

局
で
あ
る
行
政
側
（
厚
生
労
働

省
）
が
、
こ
の
疾
病
を
抑
え
て

ほ
し
い
と
提
案
し
た
も
の
に
対

し
て
、
医
療
側
は
患
者
側
に
も

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
提
示
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
流
行
す
る
疾
病
治
療
や
再
発

防
止
対
策
は
、
三
者
に
と
っ
て

最
適
な
案
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
な
の
で
、
い
く
ら
改

定
を
繰
り
返
し
て
も
、
必
ず
、

ど
こ
か
に
し
わ
寄
せ
が
き
て
し

ま
う
の
は
仕
方
な
い
こ
と
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
社
会
保
障
費
の
削
減
は
、
超

高
齢
社
会
と
な
っ
た
日
本
に
お

い
て
は
、
最
重
要
課
題
と
い
え

ま
す
。
最
近
の
話
題
で
も
、
政

府
は
「
高
額
療
養
費
制
度
削
減

案
」
を
示
し
、
医
療
費
問
題
に

メ
ス
を
入
れ
よ
う
と
し
ま
し
た

が
、
生
命
に
か
か
わ
る
こ
と
を

削
減
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
い

う
こ
と
が
、
や
っ
と
分
か
り
、

撤
回
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
よ
う
や
く
３
兆
円

（
図
表
参
照
）
を
超
え
た
ば
か

り
の
歯
科
医
療
費
で
す
が
、
生

命
と
は
少
し
遠
い
イ
メ
ー
ジ
が

持
た
れ
、
削
減
対
象
に
な
り
や

す
い
。
そ
こ
で
我
々
が
や
る
べ

き
こ
と
は
、
歯
科
関
連
疾
患
と

言
わ
れ
て
い
る
糖
尿
病
や
誤
嚥

性
肺
炎
な
ど
の
重
症
化
を
歯
科

医
療
に
よ
っ
て
防
ぎ
、
医
療
費

の
削
減
と
健
康
寿
命
の
延
伸
に

繋
が
る
こ
と
を
提
案
し
て
、
歯

科
医
療
費
を
削
減
さ
れ
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松島  良次
（理事／目黒区）

診療報酬の決め方

（ 1 1） 第６６１号 ２０２５年（令和７年）４月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

０
％
で
、
女
性
が
男
性
を
13
・

５
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。

▼
新
卒
者
の
受
験
状
況

　
次
に
、
新
卒
者
を
み
る
と
、

受
験
し
た
１
千
973
人
の
う
ち
１

千
657
人
が
合
格
し
、
合
格
率
は

84
・
０
％
と
な
っ
た
。
既
卒
者

の
場
合
は
、
１
千
66
人
の
う
ち

479
人
が
合
格
、
合
格
率
は
44
・

９
％
で
、
例
年
通
り
、
新
卒
者

の
合
格
率
が
高
く
な
っ
て
い

る
。

　
今
回
の
合
格
者
の
詳
細
は
、

厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
ほ
し
い
（
右
下
Ｑ
Ｒ
か
ら

入
れ
ま
す
）。

▼
合
格
基
準

　
な
お
、
歯
科
医
師
国
家
試
験

の
合
格
基
準
に
つ
い
て
は
、
第

116
回
か
ら
新
た
な
合
格
基
準
が

採
用
さ
れ
、
３
つ
の
領
域
が
Ａ

・
Ｂ
の
２
つ
に
な
っ
た
。
第
118

回
歯
科
医
師
国
家
試
験
の
合
格

基
準
は
、
一
般
問
題
（
必
修
問

題
を
含
む
）
を
1
問
1
点
、
臨

床
実
地
問
題
を
1
問
3
点
と

し
、
あ
と
は
以
下
の
通
り
で
、

領
域
Ａ
・
Ｂ
、
お
よ
び
必
修
問

題
の
３
つ
で
得
点
を
ク
リ
ア
す

れ
ば
合
格
と
な
る
。

⑴
領
域
Ａ
（
総
論
）
58
点
以
上

　
／
97
点

⑵
領
域
Ｂ
（
各
論
）
236
点
以
上

　
／
363
点

⑶
必
修
問
題
64
点
以
上
／
80
点

※
た
だ
し
、
必
修
問
題
の
一
部

表　歯科医師国家試験合格者数・合格率の推移

回数（西暦） 受験者数 合格者数 合格率合格率

第104回(2011年) 3,378 2,400 71.0%71.0%

105　(2012) 3,326 2,364 71.1%71.1%

106   (2013) 3,321 2,366 71.2%71.2%

107   (2014) 3,200 2.025 63.3%63.3%

108   (2015) 3,138 2,003 63.8%63.8%

109   (2016) 3,103 1.973 63.6%63.6%

110   (2017) 3,049 1,983 65.0%65.0%

111   (2018) 3,159 2,039 64.5%64.5%

112   (2019) 3,232 2,059 63.7%63.7%

113   (2020) 3,211 2,107 65.6%65.6%

114   (2021) 3,284 2,123 64.6%64.6%

  115   （2022） 3,198 1,969 61.6%61.6%

  116   （2023） 3,157 2,006 63.5%63.5%

  117   （2024） 3,117 2,060 66.1%66.1%

  118   （2025） 3,039 2,136 70.3％70.3％

　
を
採
点
か
ら
除
外
さ
れ
た
受

　
験
者
に
あ
っ
て
は
、
必
修
問

題
の
得
点
に
つ
い
て
総
点
数

　
の
80
％
以
上
。

厚労省第118回
歯科医師国試合
格者の結果は、
このＱＲから

　

◆
第
16
回
理
事
会
◆

　
３
月
13
日
㈭
、
午
後
7
時
00

分
〜
９
時
50
分
。
会
長
、
副
会

長
４
名
、
理
事
13
名
、
監
事
１

名
、
事
務
局
13
名
の
出
席
。

【
情
勢
報
告
】　
高
額
療
養
費

制
度
の
見
直
し
の
完
全
撤
回
に

向
け
た
運
動
、
歯
科
衛
生
士
の

業
務
範
囲
、
自
民
党
、
公
明
党
、

日
本
維
新
の
会
の
3
党
に
よ
る

社
会
保
障
改
革
な
ど
の
合
意
文

書
や
日
本
維
新
の
会
が
示
し
た

医
療
費

４
兆
円

を
削
減

す
る
考

え
方
な
ど
の
報
告
を
確
認
。

【
各
部
活
動
報
告
と
提
案
事

項
】　「
会
員
の
意
識
と
実
態
調

査
」
結
果
の
各
部
会
な
ど
で
の

検
討
状
況
、「
医
療
施
設
等
経

営
強
化
緊
急
支
援
事
業
」
の
東

京
都
の
方
針
を
確
認
。「
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
制
度
実
施
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
提
案

を
確
認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　
第
15

回
保
団
連
理
事
会
（
３
月
９

日
）
の
報
告
を
確
認
。「
２
０

２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
向

け
た
保
団
連
要
求
」
の
検
討
状

況
を
確
認
。

【
第
53
回
定
期
総
会
に
つ
い

て
】　
議
案
、
議
案
書
の
送
付

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
選
挙
日
程
、

理
事
定
数
（
22
名
）、
会
員
案

内
状
・
委
任
状
の
原
稿
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
記
念
講
演
の
演
題

を
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
４
月
１

日
号
の
企
画
案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　
３
月
１
日

付
け
会
員
数
６
千
31
名
（
入
会

15
名
、
退
会
18
名
）。

２０２４年度
第16回
理事会

協
会
活
動
日
誌
２
０
２
５
年
３
月

  4 火 第11回広報・ホームページ
　　  部会
  5 水 第10回経営管理部会
  7 金 第12回総務会議
10 月 第10回財政部会
11 火 第 9 回共済部会
13 木 第16回理事会、第8回院内
　　  感染防止対策講習会、国会
　　  内集会
14 金 第 6 回メディア懇談会
16 日 第 7 回施設基準のための講
　　  習会

18 火 第 8 回社保学術部会
19 水 休保審査会（医科） 
21 金 第 8 回政策委員会
26 水 第9回組織部会、第2回 ｢保
　　  険でよい歯を」東京連絡会世
　　  話人会
27 木 会員無料相談デー
29 土 休保審査会（全国）
30 日 新規開業医講習会
31 月 第 3 回ICT戦略化委員会

歯科医療費が３兆円を超えた ↓

▼
歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工
士

　
の
国
試
合
格
者

３
月
26
日
に
は
、
第
34
回
歯

科
衛
生
士
国
家
試
験
お
よ
び
第

10
回
歯
科
技
工
士
国
家
試
験
の

合
格
者
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

　
歯
科
衛
生
士
の
合
格
者
数
は

７
千
300
人
、
歯
科
技
工
士
の
合

格
者
は
684
人
で
あ
っ
た
。

◆
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
何
を
望
み
ま
す
か
。

・
保
険
点
数
の
引
き
上
げ
。

（
他
５
）

・
算
定
ル
ー
ル
の
単
純
化
、
簡

素
化
。（
他
７
）

・
保
険
請
求
の
た
め
の
手
続
き

が
、
複
雑
か
つ
変
更
が
多
い

こ
と
は
困
る
。
シ
ン
プ
ル
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
他

２
）

・
物
価
に
合
わ
せ
た
点
数
引
き

上
げ
。（
他
３
）

・
保
険
点
数
の
大
幅
な
ア
ッ

プ
。
算
定
回
数
制
限
の
撤

廃
。
歯
科
技
工
所
の
収
入
増

（
他
１
）

・
保
険
点
数
で
診
療
所
が
維
持

で
き
る
よ
う
な
総
枠
拡
大
。

・
初
・
再
診
料
を
医
科
並
み
に

す
る
こ
と
。

・
初
再
診
の
点
数
の
増
点
。
医

科
と
同
じ
に
し
て
ほ
し
い
。

同
じ
医
療
な
の
に
。（
他
１
）

・
歯
科
治
療
に
対
す
る
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
。「
歯
科
医
療
機
器

を
購
入
す
る
と
点
数
が
も
ら

え
る
」
と
い
う
制
度
に
よ
る

治
療
費
上
昇
は
好
ま
し
く
な

い
と
思
う
。
純
粋
に
歯
科
の

技
術
料
ア
ッ
プ
を
目
指
す
べ

き
で
す
。

・
医
業
収
益
が
減
少
し
て
い
る

中
で
、
ど
う
す
れ
ば
賃
上
げ

な
ど
の
職
員
の
要
求
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

・
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制
整
備
加

算
は
、
釣
り
エ
サ
。
改
定
加

算
は
、
①
す
べ
て
、
②
平
等

に
、
③
患
者
の
望
む
治
療
行

為
―
に
対
し
て
行
う
べ
き
。

・
歯
科
衛
生
士
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
算
定
で
き
る
内
容
に
。

◆
高
額
療
養
費
制
度
問
題
を
ど

の
よ
う
に
見
て
い
ま
す
か
。

・
一
番
大
切
な
「
命
」
か
ら
考

え
て
ほ
し
い
。

・
撤
廃
し
て
ほ
し
い
。

・
メ
ス
を
入
れ
て
は
い
け
な
い

領
域
で
す
。
医
療
保
険
制
度

で
日
本
人
の
生
命
を
守
る
の

は
当
然
で
す
。

・
見
送
り
に
な
り
ま
し
た
が
、

あ
く
ま
で
も
引
き
上
げ
は
先

に
延
び
た
と
い
う
段
階
に
注

意
を
。
命
に
関
わ
る
こ
と
。

も
っ
と
慎
重
に
な
る
べ
き
。

・
が
ん
患
者
さ
ん
の
心
情
を
思

う
と
、
国
は
何
を
し
て
い
る

の
か
と
思
い
ま
す
。

・
本
当
に
必
要
な
方
の
制
限
を

す
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

・
報
道
で
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
人
の
命
は
尊
い
。
療
養

費
が
支
払
え
な
く
な
れ
ば
治

療
断
念
、
通
院
回
数
削
減
な

ど
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

す
べ
て
の
人
た
ち
が
治
療
を

受
け
ら
れ
る
費
用
負
担
の
制

度
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

・
患
者
負
担
が
増
え
る
と
治
療

を
中
断
す
る
患
者
さ
ん
が
増

え
る
の
で
、
完
全
撤
回
を
。

・
憲
法
に
示
さ
れ
て
い
る
最
低

限
度
の
生
活
を
保
障
で
き
な

い
体
制
は
無
意
味
。

・
総
理
大
臣
が
突
如
、
撤
回
を

表
明
し
た
。
選
挙
が
ら
み
な

の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
な

ぜ
マ
イ
ナ
保
険
証
は
撤
回
さ

れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

機
関
紙
3
月
号
に
つ
い
て
、
通
信

員
50
名
の
便
り
の
中
か
ら
抜
粋
し

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
149149149149

115
回
以
降
で
見
る
と
、
最
も
高

い
水
準
と
な
っ
た
。
国
が
歯
科

医
師
の
減
少
に
対
し
て
、
方
向

性
を
変
え
た
と
推
察
さ
れ

る
。
こ
れ
ま
で
の
合
格
率
が
軒

並
み
60
％
台
で
推
移
し
て
い
た

こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
今
回
の

結
果
は
受
験
者
に
は
喜
ば
し
い

こ
と
と
い
え
よ
う
。

▼
男
女
別
の
合
格
率

　
ま
た
、
男
女
別
合
格
率
で
見

る
と
、
男
性
の
合
格
率
は
64
・

５
％
、
女
性
の
合
格
率
は
78
・

厚
生
労
働
省
は
３
月
14
日
、

第
118
回
歯
科
医
師
国
家
試
験

（
2
月
１
・
２
日
実
施
）
の
合

格
者
を
発
表
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
受
験
者
数

は
３
千
39
人
で
、
合
格
者
は
２

千
136
人
（
合
格
者
を
男
女
別
で

見
る
と
、
男
性
１
千
114
人
、
女

性
１
千
22
人
）
と
な
っ
て
い

る
。
合
格
率
は
70
・
３
％
で
、

前
回
の
66
・
１
％
と
比
べ
る
と

４
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
。
過
去
最

低
の
61
・
６
％
を
記
録
し
た
第



小柳 浩子小柳 浩子さん（こやなぎ歯科）さん（こやなぎ歯科）

―引退を決めた理由から教えてください。―引退を決めた理由から教えてください。

　数年前に自分の好きな義歯中心の治療に変え、患者さんに喜ばれな　数年前に自分の好きな義歯中心の治療に変え、患者さんに喜ばれな
がら楽しく治療して、並行して母の介護をしていました。その頃にコがら楽しく治療して、並行して母の介護をしていました。その頃にコ
ロナ禍で患者さんが激減し、同時に開業から20年が過ぎていたのでコロナ禍で患者さんが激減し、同時に開業から20年が過ぎていたのでコ
ンプレッサーバキュームの入れ替えを勧められ、そんな費用は捻出でンプレッサーバキュームの入れ替えを勧められ、そんな費用は捻出で
きない状況でした。その時に母が入院したり、母が入所していた介護きない状況でした。その時に母が入院したり、母が入所していた介護
施設のミスで大腿骨骨折をしたりと、精神的に沈んでいる状態でし施設のミスで大腿骨骨折をしたりと、精神的に沈んでいる状態でし
た。また、視力の衰え、ひどい痛みの五十肩、膝蓋骨骨折、帯状疱疹た。また、視力の衰え、ひどい痛みの五十肩、膝蓋骨骨折、帯状疱疹
と、身体の不調が続き、年配の患者さんにも心配される始末でした。と、身体の不調が続き、年配の患者さんにも心配される始末でした。
医院は、患者数が激減したままで赤字が続き、そんな時に母も亡くな医院は、患者数が激減したままで赤字が続き、そんな時に母も亡くな
り、「これ以上、頑張る必要はない」と閉院を決めました。ただ、患者り、「これ以上、頑張る必要はない」と閉院を決めました。ただ、患者
さんの診療を継続して診てくれる優しい先生を探そうと、ネットで情さんの診療を継続して診てくれる優しい先生を探そうと、ネットで情
報を集め始めました。報を集め始めました。

―譲渡はどのように進めましたか。―譲渡はどのように進めましたか。

　患者さんを不安にさせないよう、譲渡専門の業者さんに後継者を探　患者さんを不安にさせないよう、譲渡専門の業者さんに後継者を探
してもらいました。ただ、昨年してもらいました。ただ、昨年９９月に依頼をしたものの、12月での閉月に依頼をしたものの、12月での閉
院を決めていたので現実的には譲渡は難しいかもしれないと考え、医院を決めていたので現実的には譲渡は難しいかもしれないと考え、医
療機器の廃棄業者も同時に探しました。すると、諦めかけていた11月療機器の廃棄業者も同時に探しました。すると、諦めかけていた11月
頃に、紹介業者さんが院内の見学を希望する先生を連れてきてくれま頃に、紹介業者さんが院内の見学を希望する先生を連れてきてくれま
した。誠実で物腰の柔らかい先生で、した。誠実で物腰の柔らかい先生で、１１時間ほど院内を見ていただき時間ほど院内を見ていただき
ました。その後もました。その後も３３回ほどいらっしゃり、院内を気に入っていただき、回ほどいらっしゃり、院内を気に入っていただき、
正式に譲渡契約を結びました。私は良い業者さんを見つけられてとて正式に譲渡契約を結びました。私は良い業者さんを見つけられてとて
も幸運だったと思います。も幸運だったと思います。

―患者さんのための譲渡に奔走されたのですね。―患者さんのための譲渡に奔走されたのですね。

　これまで患者さんには真心をいただきました。信頼していただ　これまで患者さんには真心をいただきました。信頼していただ
き、患者さんたちといろいろな不安なことや、喜び、悲しみを共有き、患者さんたちといろいろな不安なことや、喜び、悲しみを共有
してきました。新たにお若い先生のもとで、安心して通っていただしてきました。新たにお若い先生のもとで、安心して通っていただ
ければこんなにも嬉しいことはありません。ければこんなにも嬉しいことはありません。

―譲渡にあたり気を付けていたことはありますか。―譲渡にあたり気を付けていたことはありますか。

　業者さんから　業者さんから３３年分の確定申告や減価償却に関する書類を求められ年分の確定申告や減価償却に関する書類を求められ

診療室の様子。母から贈られたレーザー診療室の様子。母から贈られたレーザー
（写真右）と共に、開業医生活を終えた。（写真右）と共に、開業医生活を終えた。

「東京歯科保険医新聞」「東京歯科保険医新聞」２００３２００３年年２２月月１１日号日号

ることが多かったです。準備しておくと、使える場面があるかもしることが多かったです。準備しておくと、使える場面があるかもし
れません。れません。

―これからはどのように過ごされますか？―これからはどのように過ごされますか？

　今まで患者さんたちには、治療に加えて、医科の医療機関を紹介　今まで患者さんたちには、治療に加えて、医科の医療機関を紹介
したり、また診療以外の面でも、生活に関わるいろいろな情報をおしたり、また診療以外の面でも、生活に関わるいろいろな情報をお
伝えしたりしてきました。今度は福祉の勉強をして障がいのある方伝えしたりしてきました。今度は福祉の勉強をして障がいのある方
々の手助けをして、将来的にはグループホームを作るのが夢です。々の手助けをして、将来的にはグループホームを作るのが夢です。

―協会との関わりを振り返っていかがですか。―協会との関わりを振り返っていかがですか。

　勤務医をしていた時に、院長から保険医協会を勧められ入会しま　勤務医をしていた時に、院長から保険医協会を勧められ入会しま
した。新規指導や、診療報酬改定のたびにわかりやすい解説と書籍した。新規指導や、診療報酬改定のたびにわかりやすい解説と書籍
「歯科保険診療の研究」（通称「赤本」）をいただき、お世話になり「歯科保険診療の研究」（通称「赤本」）をいただき、お世話になり
ました。また、オンライン資格確認システムの導入やオンライン請ました。また、オンライン資格確認システムの導入やオンライン請
求のやり方、支援金の申請方法まで、一人で付いていけずに困った求のやり方、支援金の申請方法まで、一人で付いていけずに困った
時には協会に相談して、何とか乗り越えることができました。保険時には協会に相談して、何とか乗り越えることができました。保険
医協会が守り神になって23年間無事に診療を終えることができまし医協会が守り神になって23年間無事に診療を終えることができまし
た。また、これから受け取る公的年金としては、国民年金しかなた。また、これから受け取る公的年金としては、国民年金しかな
く、若い頃から少しずつ積み立ててきた保険医年金が生活の糧となく、若い頃から少しずつ積み立ててきた保険医年金が生活の糧とな
るので、頼りにしています。これからも保険医協会の皆さまには新るので、頼りにしています。これからも保険医協会の皆さまには新
しい情報を先生方にわかりやすく教えていただき、歯科医療界が繁しい情報を先生方にわかりやすく教えていただき、歯科医療界が繁
栄されますことをお祈りしております。栄されますことをお祈りしております。

―ありがとうございました。―ありがとうございました。

＜編集後記＞＜編集後記＞

　2121年前の新規開業医講習会。「いろいろと質年前の新規開業医講習会。「いろいろと質

問させていただき満足しています」問させていただき満足しています」――参加後に参加後に

本紙の取材を受けた小柳先生はこんな言葉を本紙の取材を受けた小柳先生はこんな言葉を

残していた。開業医人生を駆け抜け、医院を残していた。開業医人生を駆け抜け、医院を

譲渡。一つの歯科医院の始まりと終わり譲渡。一つの歯科医院の始まりと終わり…。…。多多

大な苦労のそばに、“守り神”だという協会が大な苦労のそばに、“守り神”だという協会が

あったとすればこの上ない喜びだろう。そんあったとすればこの上ない喜びだろう。そん

なことを思う取材の帰路となった。なことを思う取材の帰路となった。

患者のため患者のための医院譲渡「真心いただいた」の医院譲渡「真心いただいた」

協会が“守り神”に協会が“守り神”に

（ 1 2）第６６１号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２５年（令和７年）４月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

　歯科医師としての“引退”に着目した本企画。すでに歯科医療の第一線　歯科医師としての“引退”に着目した本企画。すでに歯科医療の第一線

を退いた先生らにお話を伺い、引退を決意した理由や医院承継、閉院の苦を退いた先生らにお話を伺い、引退を決意した理由や医院承継、閉院の苦

労などを深堀りする。今回は、２０２４年で閉院した小柳浩子先生に、患労などを深堀りする。今回は、２０２４年で閉院した小柳浩子先生に、患

者のために奔走した医院譲渡について聞いた。者のために奔走した医院譲渡について聞いた。

退き際の思考 退き際の思考 歯科医師をやめる歯科医師をやめる

春の共済募集キャンペーン中！
会員だけの特別な制度にご加入ください！

協会では、会員だけが加入できる、
病気やケガに備える休業保障制度、将来に備える保険医年金、
もしもの時に備えるグループ生命保険の３つの共済制度をご用意しております。
制度の詳細については折り込みの共済制度のチラシをご覧ください。
募集期間中は、受託生命保険会社の担当職員が、お伺いいたします。
ぜひお時間をとっていただき、 会員だけの特別な制度にご加入ください。

共済部長　
川戸　二三江

グループ生命保険にご加入頂いている方へ
配当金のお知らせ

担当証明書を持った職員が説明に伺います。
ぜひお時間をお取りください！

休業に備える独自制度
全国で3万7千人が加入

保険医休業保障

積立金総額1兆3千億円
全国で5万人加入

保険医年金

お手頃な掛金で大きな保障

うれしい配当がある年も！

グループ生命保険

＜受託生命保険会社＞太陽生命・大樹生命・富国生命・明治安田生命 ※制度内容・加入に関するお問い合わせは共済部まで

2023年度（2023年12月～2024年11月）の配当金を３
月24日（月）に掛金振替口座へ振り込みました。
　今年度の配当金は年間保険料の約１７％です。配
当金の支払いについては、銀行への口座着金をもっ
て通知に代えさせていただきます。ご了承ください。

退き際の思考退き際の思考 に登場した小柳先生も頼りにしている保険医年金も！
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